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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアントネットワークノード（１２、１４）のそれぞれを操作する通信者が、サー
バアプリケーション（４４）に接続するネットワーク環境（１０）であって、該サーバア
プリケーション（４４）は、１つのサーバネットワークノード（４０）によってホスティ
ングされ、各通信者間のリアルタイム通信セッション中に、前記サーバアプリケーション
（４４）において他の通信者と共存する通信者のプレゼンスをサポートする、サーバアプ
リケーション（４４）に接続するネットワーク通信環境（１０）において、
　前記サーバアプリケーション（４４）に対する前記通信者のプレゼンス状況を特定する
ステップと、
　前記特定されたプレゼンス状況に基づいて、前記サーバアプリケーション（４４）にお
いて互いにリアルタイム通信セッション中の２人以上の前記通信者の各グループを特定し
、前記サーバアプリケーション（４４）において前記通信者のうちの少なくとも１人の他
の通信者と互いにリアルタイム通信セッション中でない前記通信者のうちの非共存通信者
を特定するステップと、
　前記通信者の並べ替えられたリスティングを備えるコンタクトリストを生成するステッ
プであって、該コンタクトリストは、前記コンタクトリスト上の離れた各共同プレゼンス
領域における共存通信者の特定された各グループをリスティングし、前記コンタクトリス
トにおける前記特定された非共存通信者を前記共同プレゼンス領域の外にリスティングす
る、ステップと、
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　前記通信者のうちの対象通信者の前記クライアントネットワークノードへ、前記コンタ
クトリストと、前記通信者の前記特定されたプレゼンス状況とを送信して、前記コンタク
トリスト上の前記共同プレゼンス領域のそれぞれにおいて共にグループ分けされて示され
る前記特定されたグループにおける前記通信者の共存する通信者のグラフィカル表現と共
に、前記コンタクトリスト上の前記共同プレゼンス領域から隔離されて示される前記通信
者のうちの前記特定された非共存通信者のグラフィカル表現を表示する、ステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記コンタクトリストにおいて、各共同プレゼンス領域は、他の共同プレゼンス領域か
ら視覚的に隔離されて示され、前記通信者のうちの前記特定された非共存通信者のグラフ
ィカル表現から視覚的に隔離されて示される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記生成するステップは、前記コンタクトリストにおいて、前記通信者のリスティング
の前に、各共同プレゼンス領域のリスティングを優先させるステップを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　前記生成するステップは、前記コンタクトリストにおいて、前記サーバアプリケーショ
ン（４４）内の少なくとも１人の他の通信者と共存していない任意の通信者よりも前に、
前記サーバアプリケーション内の少なくとも１人の他の通信者と共存している前記通信者
のそれぞれをリスティングするステップを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記サーバアプリケーション（４４）は、前記通信者が、それぞれのプレゼンスを確立
してそれぞれのリアルタイム通信セッションを実行することができるそれぞれについて複
数のゾーンを含む仮想エリアを提供しており、
　前記コンタクトリストは、仮想エリアのゾーンにおける前記通信者のそれぞれのプレゼ
ンスに応じて、前記通信者を前記特定されたグループのそれぞれにグループ分けしている
、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記生成するステップは、前記コンタクトリストにおいて、前記仮想エリアにおける前
記対象通信者の現在のプレゼンスゾーンに対応する、共存通信者の前記特定されたグルー
プを、前記コンタクトリスト内の他の全ての前記特定されたグループの前にリスティング
するステップを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記生成するステップは、前記コンタクトリストにおける前記共存通信者を、対応する
ゾーンに現在存在する通信者のそれぞれの数に基づいてリスティングするステップを含む
、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記コンタクトリストにおいて、共存通信者の前記特定されたグループは前記共同プレ
ゼンス領域のグループの線形アレイとして示され、各共同プレゼンス領域のグループは、
前記関連する通信者のそれぞれのグラフィカル表現のアレイのそれぞれを含んでいる、請
求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記サーバアプリケーション（４４）に存在していない前記通信者は、前記コンタクト
リストにおいて共にグループ分けされている、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記送信するステップは、前記通信者のリアルタイムの活動状態の指示を、前記対象通
信者のクライアントネットワークノードに送信し、前記通信者のグラフィカル表現のそれ
ぞれと関連するリアルタイム活動状態のグラフィカル指示を表示し、
　前記リアルタイム通信活動は、オーディオ通信活動、ビデオ通信活動、リアルタイムテ
キストチャット活動及びファイル共有活動のうちの少なくとも１つを含む、請求項１～９
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のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記送信するステップは、前記コンタクトリストに表示するために、前記通信者の前記
プレゼンス状況の表示を送信することを含む、請求項１～９のいずれかに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　対面でのコミュニケーションを実践できないとき、人々は多くの場合に、そのコミュニ
ケーションの必要性を満たすために、１つ又は複数の技術的な解決手段に頼る。これらの
解決手段は通常、対面でのコミュニケーションの１つ又は複数の態様をシミュレートする
ように設計される。従来の電話技術システムは通話者間の音声通信を可能にする。インス
タントメッセージング（「チャット」とも呼ばれる）通信システムによれば、インスタン
トメッセージサーバによって相互接続されるインスタントメッセージコンピュータクライ
アントを通じて、ユーザがテキストメッセージをリアルタイムに通信できるようになる。
加えて、幾つかのインスタントメッセージングシステムでは、ユーザ制御可能なグラフィ
ックオブジェクト（「アバタ」と呼ばれる）によって、仮想環境においてユーザを表現で
きるようになる。インタラクティブバーチャルリアリティ通信システムでは、離れた場所
にいるユーザが、複数のリアルタイムチャネル上で通信し、３次元仮想空間内でそれぞれ
のアバタを操作することによって互いに対話できるようになる。リアルタイムネットワー
ク通信のための改善されたインタフェースが必要とされている。
【図面の簡単な説明】
【０００２】
【図１】第１のクライアントネットワークノード、第２のクライアントネットワークノー
ド及びサーバノードを含むネットワーク通信環境の例示的な実施形態の概略図である。
【図２】コンタクトがそれぞれ接続されるサーバアプリケーションによって定義されるよ
うな、それぞれの通信コンテキストにおける通信者のコンタクトを示すグラフィカルユー
ザインタフェースの概略図である。
【図３】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図４】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図５】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図６】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図７Ａ】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図７Ｂ】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図７Ｃ】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図８】ネットワーク通信環境において通信者対話を促進する方法の例示的な実施形態の
流れ図である。
【図９】ネットワーク通信環境において通信者対話を促進する方法の例示的な実施形態の
流れ図である。
【図１０】ソーシャルグラフの一例の概略図である。
【図１１】ネットワーク通信環境において通信者対話を促進する方法の例示的な実施形態
の流れ図である。
【図１２】図１に示されるネットワーク通信環境の例示的な実施形態の概略図である。
【図１３】クライアントネットワークノードの一実施形態の概略図である。
【図１４Ａ】コンピュータデータファイルの一実施形態のブロック図である。
【図１４Ｂ】図１４Ａのコンピュータデータファイルのセクションを定義するレコードを
記憶するコンピュータデータファイルセクション定義データベースの一実施形態の概略図
である。
【図１５Ａ】ソフトウェアアプリケーションファイルの一実施形態のブロック図である。
【図１５Ｂ】図１５Ａのソフトウェアアプリケーションのセクションを定義するレコード
を記憶するソフトウェアアプリケーションセクション定義データベースの一実施形態の概
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略図である。
【図１６Ａ】図１５Ａのソフトウェアアプリケーションのセクションにマッピングされる
ゾーンを有する抽象仮想空間の一実施形態の概略図である。
【図１６Ｂ】図１５Ａのソフトウェアアプリケーションのセクションにマッピングされる
ゾーンを有する２つの可視仮想空間の実施形態の概略図である。
【図１７】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図１８】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図１９】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図２０】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【図２１】図１に示されるネットワーク通信環境の例示的な実施形態の概略図である。
【図２２】ネットワーク通信環境において通信者対話を促進する方法の例示的な実施形態
の流れ図である。
【図２３】グラフィカルユーザインタフェースの例示的な実施形態の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００３】
　以下の説明では、同じ要素を識別するために同じ参照番号が用いられる。さらに、図面
は、例示的な実施形態の主な特徴を図式的に示すことを意図している。それらの図面は、
実際の実施形態の全ての特徴を描写することも、描写される要素の相対的な寸法を描写す
ることも意図するものではなく、縮尺通りではない。
【０００４】
Ｉ．用語の定義
　「通信者」は、１つ又は複数のネットワーク通信を介して相手（other persons）と通
信するか、又は別の方法で対話する人であり、その通信又は対話は、仮想エリアとの関連
で行われる場合も、行われない場合もある。「ユーザ」は、説明のための特定の視点を定
義する特定のネットワークノードを運用している通信者である。
【０００５】
　ユーザの「コンタクト」は、ユーザ及びコンタクトのうちの少なくとも一方によって宣
言される（そしてオプションで他方によって確認される）明示的なソーシャルネットワー
ク提携によって、又はユーザと人との間の対話から推定されるソーシャルネットワーク提
携によってユーザに接続される通信者又は相手である。
【０００６】
　「通信者対話」は、通信者と別のネットワークエンティティとの間の任意のタイプの直
接的又は間接的な行動又は作用であり、ネットワークエンティティは、例えば、別の通信
者、仮想エリア又はネットワークサービスを含む場合がある。例示的なタイプの通信者対
話は、通信者同士がリアルタイムに通信すること、通信者が仮想エリアに入ること、及び
通信者がネットワークサービスからリソースへのアクセスを要求することを含む。
【０００７】
　「ソーシャルネットワーク」は、１つ又は複数のタイプの相互依存性によって接続され
るノードのソーシャル構造又はマップである。「ノード」は、ネットワーク内の個々のエ
ンティティ（例えば、個々の通信者、通信者のグループ、又は組織）を表す。ソーシャル
ネットワーク「提携」は、ソーシャルネットワーク内の一対のエンティティ間の関係を表
す。ノードは、種々の異なるタイプの提携によって相互接続される場合がある。ソーシャ
ルネットワーク「プロファイル」は、単一のユーザに関連付けられた１組のデータである
。これらのデータは、ユーザを識別する属性（例えば、ユーザ名、年齢、性別、地理的な
ロケーション）、ユーザの友人及び知人を識別する属性、ユーザの興味を識別する属性（
例えば、好きな音楽、本、映画、スポーツ、食べ物）、及びユーザのプリファレンスを特
定する属性（例えば、システムがユーザに関連付けられたリソースへのアクセスを制御す
る方法に関する制約）を含む場合がある。
【０００８】
　「コンピュータ」は、一時的に、又は永久にコンピュータ可読媒体上に記憶されるコン
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ピュータ可読命令に従ってデータを処理する任意の機械、デバイス又は装置である。「コ
ンピュータオペレーティングシステム」は、タスクの性能、並びに計算リソース及びハー
ドウェアリソースの共有を管理し、調整する、コンピュータシステムのソフトウェアコン
ポーネントである。「ソフトウェアアプリケーション」（ソフトウェア、アプリケーショ
ン、コンピュータソフトウェア、コンピュータアプリケーション、プログラム及びコンピ
ュータプログラムとも呼ばれる）は、１つ又は複数の特定のタスクを実行するためにコン
ピュータが解釈し、実行することができる１組の命令である。「コンピュータデータファ
イル」は、ソフトウェアアプリケーションによって使用するためのデータを格納する情報
ブロックである。
【０００９】
　「ウインドウ」は、通常、ユーザインタフェースを含む、ディスプレイの可視エリアで
ある。ウインドウは通常、ソフトウェアプロセスの出力を表示し、通常、ユーザがそのソ
フトウェアプロセスのためのコマンド又はデータを入力できるようにする。親を有するウ
インドウは「子ウインドウ」と呼ばれる。親を有しないか、又はその親がデスクトップウ
インドウであるウインドウは、「最上位ウインドウ」と呼ばれる。「デスクトップ」は、
グラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）の背景を着色し、全てのソフトウェアプロ
セスによって表示される全てのウインドウのためのベースとしての役割を果たすシステム
定義ウインドウである。
【００１０】
　「データベース」は、コンピュータによって検索することができる標準化されたフォー
マットにおいて提示される、レコードの体系づけられた集合体である。データベースは、
単一のコンピュータ上の単一のコンピュータ可読データ記憶媒体上に記憶することもでき
るし、１つ又は複数のコンピュータ上の複数のコンピュータ可読データ記憶媒体上にわた
って分散することもできる。
【００１１】
　「データシンク」（本明細書では、単に「シンク」と呼ばれる）は、データを受信する
デバイス（例えば、コンピュータ）、デバイスの一部、又はソフトウェアのいずれかであ
る。
【００１２】
　「データソース」（本明細書では、単に「ソース」と呼ばれる）は、データを発信する
デバイス（例えば、コンピュータ）、デバイスの一部、又はソフトウェアのいずれかであ
る。
【００１３】
　「ネットワークノード」（本明細書では、単に「ノード」と呼ばれる）は、通信ネット
ワーク内の接合点又は接続点である。例示的なネットワークノードは、限定はしないが、
端末、コンピュータ、及びネットワークスイッチを含む。「サーバ」ネットワークノード
は、情報要求又はサービス要求に応答するネットワーク上のホストコンピュータである。
「クライアント」ネットワークノードは、サーバから情報又はサービスを要求するネット
ワーク上のコンピュータである。「ネットワーク接続」は、２つの通信するネットワーク
ノード間のリンクである。用語「ローカルネットワークノード」は、その時点で主な検討
対象となっているネットワークノードを指している。用語「リモートネットワークノード
」はネットワーク通信リンクによってローカルネットワークノードに接続されるネットワ
ークノードを指している。「接続ハンドル」は、ネットワークノードにおいて通信者、リ
ソース又はサービスとのネットワーク接続を確立するために用いることができるポインタ
又は識別子（例えば、ユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ））である。「ネットワーク
通信」は、ネットワーク接続を介してネットワークノード間で送信されるか、又は別の方
法で搬送される任意のタイプの情報（例えば、テキスト、音声、オーディオ、ビデオ、電
子メールメッセージ、データファイル、モーションデータストリーム、及びデータパケッ
ト）を含むことができる。
【００１４】
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　「リソース」は、ネットワークを介してアクセス可能である任意のタイプの情報（例え
ば、ウェブページ、ファイル、ストリーミングデータ及びプレゼンスデータ）又はサービ
ス（例えば、別のユーザと通信リンクを確立するサービス）を指している。リソースは、
ユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）によって識別することができる。
【００１５】
　同期会議は、通信者が同時に参加する通信を指している。同期会議は、インスタントメ
ッセージング（例えば、テキストチャット）、オーディオ会議、ビデオ会議、アプリケー
ション共有、及びファイル共有技術を含む、全てのタイプのネットワーク化された連携技
術を含む。
【００１６】
　「通信者対話」は、通信者と別のネットワークエンティティとの間の任意のタイプの直
接的又は間接的な行動又は作用であり、ネットワークエンティティは、例えば、別の通信
者、仮想エリア又はネットワークサービスを含む場合がある。例示的なタイプの通信者通
信は、通信者同士がリアルタイムに通信すること、通信者が仮想エリアに入ること、及び
通信者がネットワークサービスからリソースへのアクセスを要求することを含む。
【００１７】
　「プレゼンス」は、ネットワーク化されたエンティティ（例えば、通信者、サービス又
はデバイス）の通信する能力及び意欲を指しており、そのような意欲は、ネットワーク上
でそのエンティティを検出し、そのエンティティの状態についての情報を入手する能力、
及びそのエンティティに接続する能力に影響を及ぼす。
【００１８】
　「リアルタイムデータストリーム」は、連続して流れるように構造化され、処理され、
遅延することなく、又は知覚できるほど遅延することなく受信されるように設計されるデ
ータである。リアルタイムデータストリームは、音声、ビデオ、ユーザ動作、顔の表情及
び他の物理現象のデジタル表現と、例えば、アバタ動作命令、テキストチャット、リアル
タイムデータフィード（例えば、センサデータフィード、機械制御命令フィード、トラン
ザクションストリームフィード及び株式相場情報フィード）及びファイル転送を含む、迅
速な送信、迅速な実行又は迅速な送信及び迅速な実行の両方から恩恵を受けることができ
るコンピューティング環境内のデータとを含む。
【００１９】
　「リンク」は、２つのネットワークノード間の接続であり、リアルタイム通信のために
２つのノードによって割り当てられた最大帯域幅を表す。各リンクは、それぞれのリアル
タイムデータストリームを搬送するチャネルに分割される。チャネルは、そのリンクに割
り当てられた全帯域幅内で特定のストリームに割り当てられる。
【００２０】
　「仮想エリア」（本明細書において、「エリア」又は「場所」とも呼ばれる）は、コン
ピュータ管理空間又はシーンの表現である。仮想エリアは通常、１次元、２次元又は３次
元表現である。ただし、実施形態によっては、仮想エリアは単一の点に対応する場合があ
る。多くの場合に、仮想エリアは、物理的な現実世界空間をシミュレートするように設計
される。例えば、従来のコンピュータモニタを用いて、仮想エリアは、３次元コンピュー
タ生成空間の２次元グラフィックとして視覚化することができる。しかしながら、仮想エ
リアは、切替規則を実施するための関連する視覚化を必要としない。仮想エリアは通常、
仮想エリアスキーマのインスタンスを指しており、スキーマは変数に関する仮想エリアの
構造及びコンテンツを定義し、インスタンスは特定のコンテキストから求められた値に関
する仮想エリアの構造及びコンテンツを定義する。
【００２１】
　「仮想エリアアプリケーション」（「仮想エリア仕様」とも呼ばれる）は、仮想環境を
生成する際に用いられる仮想エリアの記述である。仮想エリアアプリケーションは通常、
仮想エリアの１つ又は複数のゾーンに関連付けられた幾何学形状、物理的現象及びリアル
タイム切替規則の定義を含む。
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【００２２】
　「仮想環境」は、少なくとも１つの仮想エリアを含み、通信者間のリアルタイム通信を
サポートするコンピュータ管理空間の表現である。
【００２３】
　「ゾーン」は、少なくとも１つの切替規則又は統治規則に関連付けられた仮想エリアの
領域である。「切替規則」は、１つ又は複数の前提条件を受けて、１つ又は複数のリアル
タイムデータソース及び１つ又は複数のリアルタイムデータシンクの接続又は切断を規定
する命令である。切替規則は、仮想エリアとの関連で通信するネットワークノード間のリ
アルタイムデータストリームの切替（例えば、ルーティング、接続及び切断）を制御する
。統治規則は、リソース（例えば、エリア、エリアの領域、又はそのエリア若しくは領域
のコンテンツ）への通信者のアクセス、そのアクセスの範囲、及びそのアクセスの後続の
結果（例えば、そのアクセスに関連する監査レコードを記録しなければならないという要
件）を制御する。「描画可能ゾーン」は、個々の視覚化に関連付けられたゾーンである。
【００２４】
　仮想エリア内の「位置」は、仮想エリア内の点、又は面積、又は体積のロケーションを
指している。点は通常、仮想エリア内のスポットを画定する１組の１次元、２次元、又は
３次元座標（例えば、ｘ、ｙ、ｚ）によって表される。面積は通常、仮想エリア内の閉じ
た２次元形状の境界を画定する３つ以上の同一平面上にある頂点の３次元座標によって表
される。体積は通常、仮想エリア内の３次元形状の閉じた境界を画定する４つ以上の同一
平面上にない頂点の３次元座標によって表される。
【００２５】
　「空間状態」は、仮想エリアにおいてユーザがプレゼンスを有する場所を記述する属性
である。空間状態属性は通常、ユーザがプレゼンスを有するゾーンごとにそれぞれの値（
例えば、ｚｏｎｅ＿ＩＤ値）を有する。
【００２６】
　「通信状態」は、通信者のそれぞれが通信するように構成されるそれぞれの通信チャネ
ルの状態を記述する属性である。
【００２７】
　仮想エリアとの関連において、「オブジェクト」（「プロップ」と呼ばれる場合もある
）は、仮想エリアの幾何学形状とは別に有効に処理することができる、仮想エリア内の任
意のタイプの個別要素である。例示的なオブジェクトはドア、門、窓、表示画面及びスピ
ーカフォンを含む。オブジェクトは通常、仮想エリアの属性及び特性とは別の異なる属性
又は特性を有する。「アバタ」は、仮想エリア内の通信者を表すオブジェクトである。
【００２８】
　用語「統計解析」は、一般化若しくは推定を行うか、予測モデルの変数の値を求めるか
、データを要約する１つ若しくは複数の測定基準を決定するか、又はデータの１つ若しく
は複数の態様若しくは主題を分類する目的でデータを解析するプロセスを指している。
【００２９】
　本明細書において用いられるときに、用語「～含む」は、「限定はしないが、～含む」
を意味し、用語「～を含んでいる」は、「限定はしないが、含んでいる」を意味する。用
語「～に基づく」は、「～に少なくとも部分的に基づく」を意味する。
【００３０】
ＩＩ．ネットワーク通信環境において通信者対話を促進すること
Ａ．序論
　本明細書において記述される実施形態は、ネットワーク通信環境において通信者対話を
促進するための改善されたシステム及び方法を提供する。詳細には、これらの実施形態は
、異なる通信コンテキストにわたる通信者のコンタクトのリアルタイムの応対可能性（av
ailability）及び活動のリアルタイムの視覚化を提供する。この視覚化は通常、通信者の
コンタクトによって実行されるリアルタイムの活動を示す視覚的合図を含む。リアルタイ
ムの視覚化によって与えられる情報は、通信者が、より多くの情報に基づいてネットワー
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ク対話の判断（例えば、コンタクトと対話する時点の判断）を行うことを可能にし、通信
者が他の通信者との対話を開始し、その情報がなければ通信者が認識していなかったコン
テキスト（例えば、通信者間の継続中の会話）に加わるのを助長する。幾つかの実施形態
は、通信者のコンタクトを、異なるサーバアプリケーションに対するそれぞれの状況に従
って複数のグループに振り分けられる図像的アバタとして示す。例えば、通信者のコンタ
クトは、異なるサーバアプリケーションに対するそれぞれのメンバーシップ状況及び／又
はプレゼンス状況に従ってグループ分けすることができる。加えて、幾つかの実施形態は
、リアルタイムネットワーク化通信上に空間メタファを適用する。空間メタファは、リア
ルタイムネットワーク化通信に関与する通信者の現在の通信状態のコンテキストの追加の
視覚的合図を与える。空間メタファは、リアルタイムネットワーク化通信に参加するため
に通信者によって用いられる種々のインタフェース要素の提示を編成するためのコンテキ
ストも提供する。
【００３１】
　図１は、例示的なネットワーク通信環境１０の一実施形態を示しており、そのネットワ
ーク通信環境は、ネットワーク２０によって相互接続される、第１のクライアントネット
ワークノード１２（クライアントノードＡ）と、第２のクライアントネットワークノード
１４（クライアントノードＢ）と、仮想環境クリエータ１８とを含む。ネットワーク２０
は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡ
Ｎ）、及びワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）（例えば、インターネット）のいずれか
を含むことができる。ネットワーク２０は通常、ネットワークノード間での多種多様の異
なる媒体タイプ（例えば、テキスト、音声、オーディオ及びビデオ）の送信をサポートす
る幾つかの異なるコンピューティングプラットフォーム及び移送設備を含む。
【００３２】
　第１のクライアントネットワークノード１２は、有形のコンピュータ可読メモリ２２と
、プロセッサ２４と、入出力（Ｉ／Ｏ）ハードウェア２６（ディスプレイを含む）とを含
む。プロセッサ２４は、メモリ２２に記憶される少なくとも１つの通信アプリケーション
２８を実行する。第２のクライアントネットワークノード１４は通常、第１のクライアン
トネットワークノード１２と全体として概ね同じように構成され、少なくとも１つの通信
アプリケーション３２を記憶する有形のコンピュータ可読メモリ３０と、プロセッサ３４
と、入出力（Ｉ／Ｏ）ハードウェア３６（ディスプレイを含む）とを備えている。
【００３３】
　各ネットワークノード１２、１４は、それぞれの１組の１つ又は複数のソースと、例示
的な１組の１つ又は複数のシンクとを有する。各ソースは特定のデータストリームコンテ
ンツタイプのデータを発信するデバイス又はコンポーネントであり、各シンクは特定のデ
ータストリームコンテンツタイプのデータを受信するデバイス又はコンポーネントである
。同じデータストリームコンテンツタイプのソース及びシンクは、本明細書において「相
補的」であると呼ばれる。例示的なソースは、オーディオソース（例えば、マイクロフォ
ンのようなオーディオキャプチャデバイス）、ビデオソース（例えば、ビデオカメラのよ
うなビデオキャプチャデバイス）、チャットソース（例えば、キーボードのようなテキス
トキャプチャデバイス）、モーションデータソース（例えば、コンピュータマウスのよう
なポインティングディバイス）、及び他のソース（例えば、ファイル共有ソース、カスタ
マイズされたリアルタイムデータストリームのソース）を含む。例示的なシンクは、オー
ディオシンク（例えば、スピーカ又はヘッドフォンのような、オーディオレンダリングデ
バイス）、ビデオシンク（例えば、ディスプレイモニタのような、ビデオレンダリングデ
バイス）、チャットシンク（例えば、ディスプレイモニタのような、テキストレンダリン
グデバイス）、モーションデータシンク（例えば、ディスプレイモニタのような、動きレ
ンダリングデバイス）、及び他のシンク（例えば、共有ファイルを印刷するためのプリン
タ、上記のものとは異なるリアルタイムデータストリームをレンダリングするためのデバ
イス、又は解析若しくはカスタマイズされたディスプレイのためのリアルタイムストリー
ムを処理するソフトウェア）を含む。
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【００３４】
　各ソースは、データを発信するためにソースが利用可能であるアクティブ状態と、デー
タを発信するためにソースが利用可能でない非アクティブ状態とを有する。同様に、各シ
ンクは、データを受信するためにシンクが利用可能であるアクティブ状態と、データを受
信するためにシンクが利用可能でない非アクティブ状態とを有する。ソース及びシンクの
状態は通常、通信アプリケーション２８、３２によって提供される制御を介して、クライ
アントノード１２、１４を運用している通信者によって制御することができる。例えば、
幾つかの実施形態では、通信アプリケーション２８、３２は、クライアントネットワーク
ノード１２、１４上のローカルマイクロフォン及びローカルスピーカ（例えば、ヘッドセ
ット）をオン／オフするためのユーザ制御を提供する。
【００３５】
　仮想環境クリエータ１８は、ネットワークインフラストラクチャサービス環境４２を提
供し、異なるサーバアプリケーション４４をホスティングする少なくとも１つのサーバネ
ットワークノード４０を含む。クライアントノード１２、１４からそれぞれ動作する通信
者は、通信アプリケーション２８、３２を通じて、サーバアプリケーション４４に接続す
る。サーバアプリケーション４４のうちの１つ又は複数は通常、同期会議サーバアプリケ
ーションであり、同期会議サーバアプリケーションは、クライアントノード１２と１４と
の間の１つ又は複数のタイプの通信（例えば、インスタントメッセージング－例えば、テ
キストチャット、オーディオ会議、ビデオ会議、アプリケーション共有及びファイル共有
）をサポートする。ネットワークインフラストラクチャサービス環境４２は通常、通信者
間の対話のレコード４８、及び通信者のそれぞれに関連付けられたソーシャルネットワー
クプロファイル５０を含む関係データベース４６を保持する。各対話レコード４８は、一
対の通信者間の対話のコンテキストを記述する。各ソーシャルネットワークプロファイル
５０は通常、それぞれの通信者、又はその通信者によって想定される人物を記述する識別
情報特性（例えば、名前、年齢、性別及び郵便宛先のような地理的ロケーション情報）、
通信者によって宣言される明示的な関係情報、及びネットワーク通信環境１０における通
信者の対話から推定される関係情報を含む。
【００３６】
　クライアントノード１２、１４においてそれぞれ動作している通信アプリケーション２
８、３２は通常、ソフトウェアリソース及びハードウェアリソースを含み、それらのリソ
ースは、管理方針、ユーザプリファレンス（ユーザのプレゼンスのエクスポーテーション
、並びにユーザとサーバアプリケーション及び他のユーザとの接続に関するプリファレン
スを含む）、及び他の設定とともに、他のネットワークノードとのリアルタイム接続の管
理に影響を及ぼすローカル構成を定義する。
【００３７】
　ネットワークノード間のネットワーク接続は、ピアツーピアアーキテクチャ、サーバ仲
介アーキテクチャ、及びピアツーピアアーキテクチャの態様とサーバ仲介アーキテクチャ
の態様とを組み合わせるハイブリッドアーキテクチャを含む、種々の異なるストリームハ
ンドリングトポロジにおいて構成することができる。これらのタイプの例示的なトポロジ
は、２００７年１０月２４日に出願の米国特許出願第１１／９２３，６２９号、２００７
年１０月２４に出願の米国特許出願第１１／９２３，６３４号及び２００９年１２月４日
に出願の米国特許出願第１２／６３０，９７３号において記述されている。
【００３８】
　幾つかの実施形態において、サーバネットワークノード（複数の場合もある）４０は、
２０１０年６月２９に出願の米国特許出願第１２／８２５，５１２号において記述されて
いるストリームトランスポートプロトコルに従って、リモートでホスティングされるサー
バアプリケーション４４からクライアントネットワークノードに命令（定義とも呼ばれる
）を送信することによって、クライアント通信セッションを遠隔管理し、クライアントネ
ットワークノード１２、１４上のオーディオ及びグラフィックレンダリングエンジン、並
びにデータストリームの切替を遠隔構成する。これらの実施形態のうちの幾つかの実施形
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態では、サーバノード（複数の場合もある）４０は、サーバアプリケーション４４におい
て規定される切替規則に従ってその相補的なソース及びシンクのうちのアクティブソース
とアクティブシンクとの間でそれぞれのデータストリームを相互接続するようにクライア
ントノード１２、１４を構成するプロビジョニングメッセージを、各クライアントノード
１２、１４に送信する。
【００３９】
　通信アプリケーション２８、３２、サーバアプリケーション４４及びネットワークイン
フラストラクチャサービス環境４２は合わせて、ネットワークノード１２、１４上で動作
する通信者間の通信を管理するためのプラットフォーム（本明細書において、「プラット
フォーム」と呼ばれる）を提供する。プラットフォームは、サーバアプリケーション４４
によって定義される異なる通信コンテキストにわたって通信者のリアルタイムの応対可能
性及び活動を追跡する。この情報はリアルタイムの視覚化の形で通信者に提示され、リア
ルタイムの視覚化は、通信者がより多くの情報に基づいてネットワーク対話の判断（例え
ば、コンタクトと対話する時点の判断）を行うことを可能にし、通信者が他の通信者との
対話を開始し、その情報がなければ通信者が認識していなかったコンテキスト（例えば、
通信者間の継続中の会話）に加わるのを助長する。幾つかの実施形態では、リアルタイム
の視覚化は、サーバアプリケーションとの関連における通信者のプレゼンス及び活動に関
する視覚的合図を含む。これらの視覚的合図の提示は通常、サーバアプリケーションによ
って設定される統治規則、管理方針及びユーザプリファレンス（ユーザのプレゼンスのエ
クスポーテーション、並びにユーザとエリア及び他のユーザとの接続に関するプリファレ
ンスを含む）のうちの１つ又は複数に依拠する。加えて、ユーザの詳細及び対話性のレベ
ルは、ユーザが特定のサーバアプリケーション又はサーバアプリケーションの特定のゾー
ンのメンバであるか否か、及び／又は特定のサーバアプリケーション若しくはサーバアプ
リケーションの特定のゾーンにおいてプレゼンスを有するか否かに依拠する場合がある。
【００４０】
　Ｂ．コンタクト応対可能性及び活動のリアルタイムの視覚化
　図２は、ネットワーク通信環境１０の例示的な実施形態５２を示しており、その仮想環
境クリエータは３つのサーバアプリケーション５４、５６、５８を含み、それらのサーバ
アプリケーションにそれぞれ１組の通信者Ｃ１Ａ、Ｃ２Ａ、Ｃ３Ａ、Ｃ１Ｂ、Ｃ２Ｂ、Ｃ
１Ｃ、Ｃ２Ｃ及びＣ３Ｃが接続される。この例では、通信者Ｃ２Ａ、Ｃ１Ｂ、Ｃ１Ｃ及び
Ｃ３Ｃ（色付きの丸によって表される）は、通信者Ｃ３Ａのコンタクトである。プラット
フォームは、Ｃ３Ａのために、サーバアプリケーション５４～５８によって定義される異
なる通信コンテキストにわたって通信者Ｃ３Ａのコンタクトのリアルタイムの応対可能性
及び活動の視覚化を作成する。詳細には、プラットフォームは、グラフィカルユーザイン
タフェース６０を作成し、グラフィカルユーザインタフェース６０は、通信コンテキスト
のそれぞれにおけるＣ３Ａのコンタクトを示し、通信者はそれぞれのグラフィカル表現（
すなわち、アバタ）によって表される。したがって、コンタクトＣ２Ａは、アプリケーシ
ョンＡとの関連で、同じくアプリケーションＡに接続される通信者Ｃ１Ａ及びＣ３Ａとと
もに示される。コンタクトＣ１Ｂは、アプリケーションＢとの関連で、同じくアプリケー
ションＢに接続される通信者Ｃ２Ｂとともに示される。コンタクトＣ１Ｃ及びＣ３Ｃは、
アプリケーションＣとの関連で、同じくアプリケーションＣに接続される通信者Ｃ２Ｃと
ともに示される。このようにして、通信者Ｃ３Ａは、自分のコンタクトのいずれが通信及
び他の対話に応対可能であるかを突き止め、かつ自分のコンタクトが接続されるサーバア
プリケーション、並びに自分のコンタクトが現在、他の通信者と対話中であるか否か及び
それらの通信者の識別情報を含む、自分のコンタクトの応対可能性に関する現在のコンテ
キストを突き止めることができる。
【００４１】
　グラフィカルユーザインタフェース６０は、それを介して通信者が通信するように構成
される種々の通信チャネルの状態も示す。例えば、通信者のローカルスピーカチャネルの
「オン」又は「オフ」状態が、通信者のグラフィック表現６６上のヘッドフォングラフィ
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ック６４の存否によって描写される。通信者のスピーカがオンであるとき、ヘッドフォン
グラフィック６４が存在し、通信者のスピーカがオフであるとき、ヘッドフォングラフィ
ック６４は存在しない。通信者のマイクロフォンの「オン」又は「オフ」状態は、通信者
のグラフィック表現上のマイクロフォングラフィック６７の存否、及び一連の広がりつつ
ある波として通信者のグラフィック表現から動的に放射状に広がる一連の同心円６８によ
って示される。マイクロフォンがオンであるとき、マイクロフォングラフィック６７及び
放射状に広がる同心円６８が存在し、マイクロフォンがオフであるとき、マイクロフォン
グラフィック６７及び放射状に広がる同心円６８が存在しない。ヘッドフォングラフィッ
ク６４、マイクロフォングラフィック６７及び放射状に広がる同心円６８は、通信者のサ
ウンド再生及びマイクロフォンデバイスの状態の視覚的合図としての役割を果たす。通信
者のテキストチャットチャネルの「オン」又は「オフ」状態は、通信者のグラフィック表
現に隣接するハンドグラフィック６９の存否によって示される。通信者がテキストチャッ
トデータを別のネットワークノードに送信しているとき、ハンドグラフィック６９が存在
し、通信者がテキストチャットデータを送信していないとき、ハンドグラフィック６９は
存在しない。幾つかの実施形態では、テキストチャットデータは、キーボードキーが押下
されたときにのみ送信され、その場合に通信者のテキストチャネルの視覚化が、ハンドグ
ラフィック６９の点滅として現れる。人間ペイン６２内に示される視覚的合図から、通信
者は、通信者が通信に応対可能であるか否かを推定することができ、通信者が現在、別の
通信者と通信しているか否かを推定することができる。
【００４２】
　図３は、異なる通信コンテキストにわたって対象通信者（この例では「アート」）のコ
ンタクトのうちの幾つか又は全てのリアルタイムの応対可能性及び活動を示すグラフィカ
ルユーザインタフェースの別の実施形態７０を示す。グラフィカルユーザインタフェース
７０は、アートが動作しているクライアントネットワークノードのディスプレイ上に生成
される。グラフィカルユーザインタフェース７０は、２つのサーバアプリケーショングル
ープ７２、７４及びコンタクトグループ７６にセグメント化されたアートの通信者を示す
。サーバアプリケーショングループ７２、７４は、アートがそのメンバであり、かつアー
ト及びアートのコンタクトのうちの少なくとも一方が存在する各サーバアプリケーション
に対応する。コンタクトグループ７６は、サーバアプリケーショングループのいずれにも
表されないアートのコンタクトの全て又は選択された部分を含む。通信者の第１のサーバ
アプリケーショングループ７２は、「アプリケーション１」と題するヘッダバーを付され
たセクション７８内に含まれており、サーバアプリケーション「アプリケーション１」内
にプレゼンスを有する全ての通信者を識別する。通信者の第２のサーバアプリケーション
グループ７４は、「アプリケーション２」と題するヘッダバーを付されたセクション８０
内に含まれており、サーバアプリケーション「アプリケーション２」内にプレゼンスを有
する全ての通信者を識別する。通信のコンタクトグループ７６は、「コンタクト」と題す
るヘッダバーを付されたセクション８２内に含まれており、第１のサーバアプリケーショ
ングループ７２及び第２のサーバアプリケーショングループ７４のいずれにも示されない
アートの全てのコンタクト（すなわち、コンタクトはアプリケーション１及びアプリケー
ション２のいずれのメンバでもないか、又はいずれにも存在しない）を識別する。各ヘッ
ダバーは、それぞれのトグル制御８４、８６、８８を含み、関連するセクション７８、８
０、８２を選択的に折り畳み、展開するようにトグルすることができる。
【００４３】
　図３に示される例示的な実施形態では、サーバアプリケーションセクション７８、８０
は、それぞれのサーバアプリケーションにおいて現在プレゼンスを有する通信者（アート
及びアートのコンタクトのうちの少なくとも１人を含む）のグラフィカル表現（アバタ）
を含み、コンタクトセクション８２は、アプリケーション１及びアプリケーション２のい
ずれにも存在しないか、又はいずれのメンバでもないアートのコンタクトの残りの全ての
グラフィカル表現（すなわち、アバタ）を含む。図示される例では、アート及びベスはサ
ーバアプリケーション１のメンバであり、アート、カール及びダンはサーバアプリケーシ
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ョン２のメンバであり、エドはサーバアプリケーション２のゲストであり、フラン、ガー
ス、ヘレン、ジャック及びキムはサーバアプリケーション１、サーバアプリケーション２
のいずれのメンバでもない。この例では、ダン、フラン、ガース、ヘレン、ジャック及び
キムはアートのコンタクトであるのに対して、ベス、カール及びエドはアートのコンタク
トではない。
【００４４】
　各通信者は、通信者のそれぞれのユーザ名（すなわち、「アート」、「ベス」、「カー
ル」、「ダン」、「エド」、「フラン」、「ガース」、「ヘレン」、「ジャック」、及び
「キム」）を付された円形のスプライトのそれぞれによってグラフィック表示される。各
スプライトは通信者についての付加情報を含む状況ラインのそれぞれと関連付けることも
できる。幾つかの実施形態では、各状況ラインは、以下の情報のうちの１つ又は複数を含
むことができる：プレゼンスのロケーション（例えば、サーバアプリケーション又はその
サーバアプリケーションのゾーン）；応対可能性（例えば、ビジー、アイドル）；状況メ
ッセージ（例えば、「来週の水曜日に職場に不在」）；及び通信者が動作しているクライ
アントノードの名称（例えば、「ワークステーション１」又は「移動電話」）。幾つかの
実施形態では、各セクション７８、８０、８２内の通信者のアバタの空間的位置の順序（
例えば、上から下まで）はユーザ名のアルファベット順である。他の実施形態では、各サ
ーバアプリケーションセクション７８、８０内の通信者アバタの空間的位置は、通信者が
サーバアプリケーションでそのプレゼンスを確立した時刻に関する通信者の時間順に従っ
て順序付けられる。コンタクトセクション８２内の通信者アバタの空間的位置は、ユーザ
名のアルファベット順に、又はコンタクトの頻度によって、又はコンタクトの最新性によ
って、又は他の並べ替え及びフィルタリング判定基準によって並べ替えることができる。
【００４５】
　サーバアプリケーションとの関連における通信者の活動は、通信者のそれぞれが通信す
るように構成される種々の通信チャネルの状態から推定することができる。通信チャネル
の状態は、セクション７８、８０、８２内の通信者のグラフィカル表現に関連して描写さ
れる視覚的合図によってグラフィカルユーザインタフェース７０内に示される。図２に示
される実施形態と同様に、通信者のローカルスピーカチャネルの「オン」又は「オフ」状
態が、通信者のスプライト上のヘッドフォングラフィック９０の存否によって描写される
。スプライトによって表される通信者のスピーカがオンであるとき、ヘッドフォングラフ
ィック９０が存在し（アート、カール及びダンのスプライトを参照）、通信者のスピーカ
がオフであるとき、ヘッドフォングラフィック９０は存在しない（ベス及びエドのスプラ
イトを参照）。通信者のマイクロフォンの「オン」又は「オフ」状態は、通信者のスプラ
イト上のマイクロフォングラフィック９０の存否によって描写される。マイクロフォンが
オンであるとき、マイクロフォングラフィック９０が存在し（ダンのスプライトを参照）
、マイクロフォンがオフであるとき、マイクロフォングラフィック９０は存在しない（ア
ート、ベス、カール及びエドのスプライトを参照）。ヘッドフォングラフィック９０及び
マイクロフォングラフィック９２は、通信者のサウンド再生及びマイクロフォンデバイス
の活動状態の視覚的合図を与える。通信者のテキストチャットチャネルの活動状態は、通
信者のスプライト（ベスのスプライトを参照）に隣接するハンドグラフィック９４の存否
によって描写される。したがって、通信者がテキストチャットデータを別のネットワーク
ノードに送信しているとき、ハンドグラフィック９４が存在し、通信者がテキストチャッ
トデータを送信していないとき、ハンドグラフィック９４は存在しない。幾つかの実施形
態では、テキストチャットデータは、キーボードキーが押下されたときにのみ送信され、
その場合に、通信者のテキストチャネルの視覚化が、ハンドグラフィック９４の点滅とし
て現れる。
【００４６】
　図３に示される例では、サーバアプリケーションのメンバは、メンバが存在しても、し
なくても、そのサーバアプリケーションとの関連で生じる通信者活動の視覚的合図を受信
することができる。したがって、アートに提示されるグラフィカルユーザインタフェース
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７０は、アプリケーション１（アートが存在するアプリケーション）内に存在する通信者
の通信チャネル状態、及びアプリケーション２（アートが存在しないアプリケーション）
内に存在する通信者の通信チャネル状態を示す視覚的合図を示す。
【００４７】
　グラフィカルユーザインタフェース７０では、アートのコンタクトは、サーバアプリケ
ーション及びコンタクトグループ７２～７６の中で繰り返されない。他の実施形態では、
コンタクトグループ７６は、サーバアプリケーショングループ７２、７４のいずれかに含
まれるか否かにかかわらず、アートの全てのコンタクトを含むことができる。例えば、図
４は、グラフィカルユーザインタフェース７０の実施形態１０６を示しており、コンタク
トセクション８２は、アートのコンタクトの全て又は選択された部分を含むコンタクトグ
ループ１０８を含む。図示される例では、ダンは、サーバアプリケーション２グループ７
４及びコンタクトグループ１０８の両方において現れる。
【００４８】
　図５は、グラフィカルユーザインタフェース７０の別の実施形態１１０を示しており、
異なる通信コンテキストにわたる対象通信者（この例では、「アート」）のコンタクトの
うちの幾つか又は全てのリアルタイムの応対可能性及び活動を描写する。この実施形態で
は、アートがそのメンバであり、かつアート及びアートのコンタクトのうちの少なくとも
一方が存在するサーバアプリケーションごとに、サーバアプリケーションに対するそのプ
レゼンスの状況によって、サーバアプリケーションのメンバがセグメント化される。した
がって、アプリケーション１のメンバは、存在グループ１１２及び不在グループ１１４に
振り分けられ、アプリケーション２のメンバは存在グループ１１６及び不在グループ１１
８に振り分けられる。このようにして、アートは、各サーバアプリケーションにおいて誰
が存在し、どのメンバが不在であるかを容易に視覚化することができる。各グループ１１
２～１１８はトグル制御１２０、１２２、１２４、１２６のそれぞれに関連付けられたそ
れぞれの「存在」ラベル又は「不在」ラベルを付され、それは関連するグループ１１２～
１１４を選択的に折り畳み、展開するようにトグルすることができる。
【００４９】
　図６は、グラフィカルユーザインタフェース１１０の一実施形態１２８を示しており、
異なる通信コンテキストにわたる対象通信者（この例では、「アート」）のコンタクトの
うちの幾つか又は全てのリアルタイムの応対可能性及び活動を描写する。このグラフィカ
ルユーザインタフェース実施形態は、グラフィカルユーザインタフェース１１０に対応す
るが、付加的な「共同プレゼンスゾーン」サーバアプリケーションフィルタリング判定基
準を含むこと、及びコンタクトグループ内に列挙される通信者をフィルタリングするため
の付加的なフィルタリング判定基準を含むことが異なる。
【００５０】
　共同プレゼンスゾーンフィルタリング判定基準は、サーバアプリケーションの特定のゾ
ーン内に共存する通信者を識別する。したがって、サーバアプリケーションごとに、サー
バアプリケーションの同じゾーン内に存在する２人以上の通話者からなる各グループが、
グラフィカルユーザインタフェース１２８の別の選択的に展開可能及び折り畳み可能な共
同プレゼンスゾーンエリア１３０内に列挙される。アートのコンタクトのうちの幾つか又
は全てを含む共同プレゼンスゾーンを描写することによって、アートは、アートがそのメ
ンバであるサーバアプリケーションによって定義される通信コンテキストの全てにわたっ
て生じている全ての会話を容易に視覚化できるようになる。このようにして、アートは、
自分が参加したい任意の継続中の会話が存在するか否かを判断することができる。
【００５１】
　更なるフィルタリング判定基準は、アートのコンタクトがアートとの対話のそれぞれの
頻度によって並べ替えられる頻繁コンタクトグループ１３２と、アートのコンタクトがア
ートとの対話のそれぞれの最新性によって並べ替えられる最新コンタクトグループ１３４
と、アートのコンタクトがサードパーティサービス（インスタントメッセージングアプリ
ケーション又はソーシャルネットワーク等）によって定義される異なるカテゴリに従って
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フィルタリングされる一対のサードパーティカテゴリ１３６、１３８と、現在オンライン
である（すなわち、ネットワーク２０に接続されている）全てのアートのコンタクトを列
挙するオンラインコンタクトグループ１４０と、現在オフラインである（すなわち、ネッ
トワーク２０から切断されている）全てのアートのコンタクトを列挙するオフラインコン
タクトグループ１４２とを含む。
【００５２】
　各グラフィカルユーザインタフェースの実施形態７０、１０６、１１０及び１２８（図
３～図６を参照）は、チャットボタン９８、ゲットボタン１００、招待ボタン１０２及び
アカウントボタン１０４を含む、それぞれのツールバー９６を含む。これらの制御ボタン
の選択によって呼び出すことができる機能が、図７Ａ～図７Ｃとの関連で以下に説明され
る。
【００５３】
　チャットボタン９８（図７Ａ）を選択することによって、チャットウインドウ１５０（
図７Ｂ）が開き、そのウインドウによって、アートは、アートが存在するサーバアプリケ
ーション（すなわち、図示される例ではアプリケーション１）内に存在する他の通信者と
のチャットを開始できるようになる。チャットボタン９８の選択に応答して、別のチャッ
トウインドウ１５０が開く。チャットウインドウ１５０は、ツールバー１５２、チャット
ログエリア１５４、テキストボックス１５６及び送信ボタン１５８を含む。チャットウイ
ンドウ１５０は、統合された人間ペイン１５９も含む。その方法の実施形態、及びチャッ
トボタン９８によって呼び出される機能に関する更なる詳細は、２００９年１月１５日に
出願の米国特許出願第１２／３５４，７０９号の§ＩＶ．Ｂ．２において記述されている
。
【００５４】
　ゲットボタン１００（図７Ａ）を選択することによって、ゲットウインドウ１６０（図
７Ｃ）が開き、そのウインドウによって、アートは、１人又は複数人の通信者を選択され
たロケーション１６１（例えば、サーバアプリケーション又はそのサーバアプリケーショ
ン内のゾーン）に招待できるようになる。アートの現在の活動中心（focus）以外のサー
バアプリケーションごとに、ゲットボタンがクリックされたときに、ゲットウインドウ１
６０は、コンタクトリスト１１０内の選択された人々を列挙する受取人フィールド１６２
を含む。加えて、アートは受取人フィールドに任意の電子メールアドレス、名前又は他の
ハンドルを打ち込むことができる。システムは、電子メールアドレス、名前又は他のハン
ドルを探索し、（システムがその電子メールアドレス、名前又は他のハンドルを認識する
場合には）受取人フィールド内のその受取人のアバタを着色する。送信ボタン１６６の選
択に応答して、プラットフォームは、選択された各通信者に、選択されたロケーション１
６１においてアートと合流するためのそれぞれの招待状を送信する。そのメッセージは、
その時点における受取人の応対可能性に応じて、チャットメッセージ又は電子メールメッ
セージ（又はその両方）によって受取人に送信される。アートは、招待状とともにメッセ
ージ１６８（例えば、「アプリケーション１において私と合流して下さい」）を含むオプ
ションを有する。
【００５５】
　招待ボタン１０２を選択することによって、招待ウインドウ（図示せず）が開き、その
ウインドウによって、アートは、現在のサーバアプリケーション内に存在しない通信者を
現在のサーバアプリケーションに招待できるようになる。応対可能な通信者のリスト内の
通信者のうちの１人又は複数人をアートが選択するのに応答して、プラットフォームは、
選択された通信者に、それぞれのサーバアプリケーション又はゾーンにおいてアートに合
流するための招待状を送信する。その方法の実施形態、及び招待ボタン１０２によって呼
び出される機能に関する更なる詳細は、コンタクトウインドウの取得ボタンとの関連にお
いて、２００９年１月１５日に出願の米国特許出願第１２／３５４，７０９号の§ＩＶ．
Ｂ．４において記述されている。
【００５６】
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　アカウントボタン１０４を選択することによって、アカウントウインドウ（図示せず）
が開き、そのウインドウによって、アートは自分のアカウント情報を管理できるようにな
る。
【００５７】
　また、アートは、グラフィカルユーザインタフェース７０、１０６、１１０及び１２８
内に列挙される通信者のグラフィカル表現のいずれかにマウスオーバし、通信者のそれぞ
れについての追加情報を表示させることができる。例えば、図７Ａに示されるように、キ
ムのスプライト１７０にマウスオーバするのに応答して、キムについての情報を表示する
情報ウインドウ１７２が提示される。この例では、情報ウインドウ１７２は、キムからの
メッセージ（すなわち、「来週の水曜日に職場に不在」）、ローカル時間情報、ロケーシ
ョン情報及びハイパーテキストリンクを示す。また、情報ウインドウ１７２は、キムとの
チャットを開始するためのチャットボタンと、キムを選択されたロケーションに招待する
ゲットボタンとを有するツールバーも含む。その方法の実施形態、及びチャットボタン及
びゲットボタンによって呼び出される機能に関する更なる詳細は、２００９年１月１５日
に出願の米国特許出願第１２／３５４，７０９号の§§ＩＶ．Ｂ．２及びＩＶ．Ｂ．４に
おいて記述されている。
【００５８】
Ｃ．通信者とネットワーク通信環境とのインタフェース接続
１．概説
　図８は、プラットフォームが、クライアントノード１２、１４のそれぞれを運用してい
る対象通信者と、ネットワーク通信環境内の他の通信者との間の対話を促進する方法の例
示的な実施形態を示す。この方法によれば、対象通信者は、クライアントノードにサーバ
アプリケーション４４のうちの対象サーバアプリケーションに接続するように指示する（
図８、ブロック１７４）。対象サーバアプリケーションをホスティングするサーバノード
は、対象通信者に関連する通信者を突き止める（図８、ブロック１７６）。サーバノード
は、異なるサーバアプリケーション４４に対する関連する通信者の状況を特定する（図８
、ブロック１７８）。サーバノードは、対象通信者に、関連する通信者及び関連する通信
者の特定された状況の指示を送信する（図８、ブロック１８０）。クライアントノードは
、関連する通信者のグラフィカル表現、及び異なるサーバアプリケーションへの接続に対
する関連する通信者の状況のグラフィカル指示をディスプレイ上に表示する（図８、ブロ
ック１８４）。
【００５９】
　上記で説明されたように、幾つかの実施形態では、複数の異なるサーバアプリケーショ
ンがそれぞれ、それぞれの通信者間の同期会議を実施できるようにする。
【００６０】
　サーバアプリケーションのうちの所与のサーバアプリケーションが、通信者のそれぞれ
がそれぞれと関連付けられることができる複数のゾーンを有することができる。これらの
実施形態では、サーバノードは通常、対象通信者に、関連する通信者のそれぞれが、所与
のサーバアプリケーションのゾーンのうちのいずれに関連付けられているかの指示を送信
する。関連する通信者ごとに、サーバノードは、関連する通信者が少なくとも１人の他の
通信者と共存する各ゾーンを特定することができ、サーバノードは、対象通信者に、関連
する通信者の特定されたメンバーシップの指示を送信する。幾つかの実施形態（以下に説
明される）では、所与のサーバアプリケーションの各ゾーンは、物理的環境の要素の、グ
ラフィカル表現のそれぞれに関連付けられる。例えば、所与のサーバアプリケーションの
各ゾーンは、オフィス環境の物理的空間の、グラフィカル表現のそれぞれに関連付けるこ
とができる。
【００６１】
　幾つかの実施形態では、サーバノードは、関連する通信者ごとに、関連する通信者がメ
ンバーシップを有する各サーバアプリケーションを特定することができ、サーバノードは
、対象通信者に、関連する通信者の特定されたメンバーシップの指示を送信する。
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【００６２】
　関連する通信者を突き止めると（図８、ブロック１７６）、サーバノードは、サーバア
プリケーションのそれぞれに関連して対象通信者が対話した通信者を関連する通信者とし
て識別することができる。このプロセスでは、サーバノードは、サーバアプリケーション
のそれぞれに関連して与えられるリアルタイム通信機能を通じて対象通信者が通信した通
信者を関連する通信者として識別することができる。リアルタイム通信機能は、オーディ
オ通信機能、ビデオ通信機能、リアルタイムテキストチャット通信機能、及びファイル共
有通信機能のうちの少なくとも１つを含むことができる。
【００６３】
　関連する通信者を突き止めると、サーバノードは、対象者がコンタクトとして要求した
通信者を「関連する通信者」として識別することができる。
【００６４】
　サーバノードは、対象通信者に、ネットワーク通信環境に現在接続されている関連する
通信者の指示と、ネットワーク通信環境に現在接続されていない関連する通信者のそれぞ
れの指示とを送信することができる。
【００６５】
　幾つかの実施形態では、関連する通信者の状況を特定するプロセス（図８、ブロック１
７８）は、関連する通信者ごとに、関連する通信者がプレゼンスを有する各サーバアプリ
ケーションを特定することを含む。サーバノードは通常、対象通信者に、関連する通信者
のそれぞれが、サーバアプリケーションのうちのいずれにプレゼンスを有するかの指示を
送信する。幾つかの実施形態では、サーバアプリケーションのうちの所与のサーバアプリ
ケーションが、通信者のそれぞれがそれぞれのプレゼンスをそれぞれと確立することがで
きる複数のゾーンを有し、関連する通信者ごとに、サーバノードは、関連する通信者がプ
レゼンスを有する所与のサーバアプリケーションの各ゾーンを特定し、対象通信者に、関
連する通信者のそれぞれが、所与のサーバアプリケーションのゾーンのうちのいずれにプ
レゼンスを有するかの指示を送信する。
【００６６】
　幾つかの実施形態では、サーバノードは関連する通信者を並べ替え、並べ替えたことの
指示を対象通信者に送信する。幾つかの実施形態では、並べ替えは、関連する通信者のそ
れぞれが関連付けられたサーバアプリケーションに従って、関連する通信者をサーバアプ
リケーショングループにグループ分けすることを含む。各サーバアプリケーショングルー
プ内で、サーバノードは、サーバアプリケーションのそれぞれへの接続の状況によって、
又はネットワーク通信環境内の対象通信者との対話の頻度によって、又はネットワーク通
信環境内の対象通信者との対話の最新性によって、関連する通信者のそれぞれを並べ替え
ることができる。幾つかの実施形態では、サーバアプリケーションのうちの所与のサーバ
アプリケーションが、通信者のそれぞれがそれぞれのプレゼンスをそれぞれと確立するこ
とができる複数のゾーンを有する。これらの実施形態では、グループ分けすることは、所
与のサーバアプリケーションに関連付けられた関連する通信者のそれぞれを、関連する通
信者のそれぞれが関連付けられた所与のサーバアプリケーションのゾーンに従って、ゾー
ングループにグループ分けすることを含むことができる。グループ分けすることは、関連
する通信者のうちの少なくとも２人が共存するゾーンに従って、所与のサーバアプリケー
ションに関連付けられた関連する通信者をそれぞれグループ分けすることを含むことがで
きる。幾つかの実施形態では、並べ替えることは、対象通信者が所与のサーバアプリケー
ションのゾーンのうちのいずれのプレゼンスを有するかに従って、ゾーングループを並べ
替えることを含む。幾つかの実施形態では、並べ替えることは、サーバアプリケーション
のそれぞれとのそれぞれの接続状況に従って、関連する通信者をグループ分けすることを
含む。並べ替えることは、サーバアプリケーションの全てに接続されていない関連する通
信者を同じグループにグループ分けすることを含む。
【００６７】
　幾つかの実施形態では、サーバノードは、関連する通信者のそれぞれのリアルタイム活
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動状態を特定し、特定されたリアルタイム活動状態の指示を対象通信者に送信する。特定
することは、関連する通信者のそれぞれのリアルタイム通信活動（例えば、オーディオ通
信活動、ビデオ通信活動、リアルタイムテキストチャット活動及びファイル共有活動）を
特定することを含むことができる。
【００６８】
　幾つかの実施形態では、サーバノードは、サーバアプリケーションのそれぞれに関連し
て関連する通信者のそれぞれと通信するために利用可能である通信チャネルを特定する。
これらの実施形態では、サーバノードは、対象通信者に、関連する通信者のそれぞれに、
かつサーバアプリケーションのそれぞれに関連して、特定された通信チャネルの指示を送
信する。利用可能な通信チャネルを特定することは、関連する通信者のそれぞれのリアル
タイム通信能力と、サーバアプリケーションのそれぞれによって可能にされるリアルタイ
ム通信機能とを比較することを含む。幾つかの実施形態では、リアルタイム通信チャネル
は、オーディオ通信チャネル、ビデオ通信チャネル、リアルタイムテキストチャットチャ
ネル及びファイル共有チャネルのうちの少なくとも１つを含む。
【００６９】
　幾つかの実施形態では、クライアントノードによって受信した指示（図８、ブロック１
８２）は、関連する通信者のそれぞれが、サーバアプリケーションのうちのいずれのプレ
ゼンスを有するかの指示を含む。これらの実施形態では、クライアントノードは通常、関
連する通信者がプレゼンスを有する各サーバアプリケーションに関連して、関連する通信
者のグラフィカル表現を表示する。幾つかの実施形態では、サーバアプリケーションのう
ちの所与のサーバアプリケーションが、通信者のそれぞれがそれぞれのプレゼンスをそれ
ぞれと確立することができる複数のゾーンを有する。これらの実施形態では、クライアン
トノードによって受信される指示は通常、関連する通信者ごとに、関連する通信者がプレ
ゼンスを有する所与のサーバアプリケーションの各ゾーンのそれぞれの指示を含む。この
場合、クライアントノードは通常、関連する通信者がプレゼンスを有する所与のサーバア
プリケーションの各ゾーンに関連して、関連する通信者のグラフィカル表現を表示する。
幾つかの実施形態では、クライアントノードは、物理的環境（例えば、オフィス環境）の
要素のそれぞれのグラフィカル表現としてゾーンを表示する。
【００７０】
　クライアントノードによって受信される指示は通常、関連する通信者のそれぞれが関連
付けられたサーバアプリケーションの指示を含む。幾つかの実施形態では、クライアント
ノードは、関連する通信者のそれぞれが関連付けられたサーバアプリケーションに従って
、サーバアプリケーショングループにグループ分けされた関連する通信者のグラフィカル
表現を表示する。各サーバアプリケーショングループ内で、クライアントノードは、それ
ぞれのサーバアプリケーションへの接続の状況によって、又はネットワーク通信環境内の
所与の通信者との対話の頻度によって、又はネットワーク通信環境内の所与の通信者との
対話の最新性によって並べ替えられた関連する通信者のそれぞれのグラフィカル表現を表
示することができる。
【００７１】
　幾つかの実施形態では、サーバアプリケーションのうちの所与のサーバアプリケーショ
ンが、通信者のそれぞれがそれぞれのプレゼンスをそれぞれと確立することができる複数
のゾーンを有する。これらの実施形態では、クライアントノードは、関連する通信者のそ
れぞれが関連付けられた所与のサーバアプリケーションのゾーンに従って、ゾーングルー
プにグループ分けされた所与のサーバアプリケーションに関連付けられた関連する通信者
のそれぞれのグラフィカル表現を表示することができる。このプロセスでは、クライアン
トノードは、関連する通信者のうちの少なくとも２人が共存するゾーンに従ってグループ
分けされた所与のサーバアプリケーションに関連付けられた関連する通信者のそれぞれの
グラフィカル表現を表示することを含む。クライアントノードは、所与の通信者が所与の
サーバアプリケーションのゾーンのうちのいずれのプレゼンスを有するかに従って並べ替
えられたゾーングループを表示することができる。クライアントノードは、サーバアプリ
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ケーションのそれぞれとのそれぞれの接続状況に従ってグループ分けされた関連する通信
者のグラフィカル表現を表示することができる。このプロセスでは、クライアントノード
は、サーバアプリケーションの全てに接続されていない、同じグループにグループ分けさ
れた関連する通信者のグラフィカル表現を表示することができる。
【００７２】
　幾つかの実施形態では、クライアントノードによって受信される指示は、関連する通信
者のそれぞれのリアルタイム活動状態の指示を含む。これらの実施形態では、クライアン
トノードは、関連する通信者のグラフィカル表現のそれぞれに関連して、リアルタイム活
動状態のグラフィカル指示を表示することができる。リアルタイム通信活動は通常、オー
ディオ通信活動、ビデオ通信活動、リアルタイムテキストチャット活動及びファイル共有
活動のうちの少なくとも１つを含む。
【００７３】
　幾つかの実施形態では、クライアントノードによって受信される指示は、サーバアプリ
ケーションのそれぞれに関連して関連する通信者のそれぞれと通信するために利用可能な
通信チャネルの指示を含む。これらの実施形態では、クライアントノードは、関連する通
信者のそれぞれのグラフィカル表現に関連して通信チャネルのグラフィカル指示を表示す
ることができる。リアルタイム通信チャネルは通常、オーディオ通信チャネル、ビデオ通
信チャネル、リアルタイムテキストチャットチャネル及びファイル共有チャネルのうちの
少なくとも１つを含む。
【００７４】
　クライアントノードによって受信した指示は、ネットワーク通信環境に接続される関連
する通信者の指示と、ネットワーク通信環境に接続されない関連する通信者の指示とを含
む。これらの実施の形態では、クライアントノードは、ネットワーク通信環境に接続され
る関連する通信者のグラフィカル表現に関連してオンライン接続状況インジケータを表示
することができ、クライアントノードは、ネットワーク通信環境に接続されない関連する
通信者のグラフィカル表現に関連してオフライン接続状況インジケータを表示することが
できる。
【００７５】
　図９は、プラットフォームが、クライアントノード１２、１４のそれぞれを運用する所
与の通信者と、ネットワーク通信環境内の他の通信者との間の対話を促進する方法の例示
的な実施形態を示す。この方法によれば、クライアントノードは、ネットワーク通信環境
内の通信者のそれぞれがそれぞれ関与する異なるタイプのリアルタイム通信活動の指示を
受信する（図９、ブロック１８３）。クライアントノードは、ディスプレイ上に、通信者
のうちの１人又は複数人のそれぞれの各グラフィカル表現を含む、コンタクトリストを表
示し、表示は、１つ又は複数のグラフィカル表現に関連して、１人又は複数人の通信者が
それぞれ関与する突き止められたタイプの現在の対話活動を表す視覚的合図を描写するこ
とを含む。
【００７６】
　幾つかの実施形態では、クライアントノードは、通信者のそれぞれの通信活動から導出
されたコンテンツを含むリアルタイムデータストリームと、受信したリアルタイムデータ
ストリームのタイプを識別するコンテンツタイプ識別子の形のそれぞれの指示とを受信す
る。これらの実施形態では、クライアントノードは、それぞれのコンテンツタイプ識別子
からリアルタイム通信活動のそれぞれのタイプを特定する。また、クライアントノードは
通常、受信したリアルタイムデータストリームから人が知覚可能な出力を生成する。
【００７７】
　幾つかの実施形態では、クライアントノードは、ネットワーク通信環境内の通信者のう
ちの所与の通信者が関与するリアルタイムチャット活動の指示を受信し、所与の通信者の
グラフィカル表現に関連してリアルタイムチャット活動を示す視覚的合図を表示する。
【００７８】
　幾つかの実施形態では、クライアントノードは、ネットワーク通信環境内の通信者のう
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ちの所与の通信者が関与するリアルタイムファイル共有活動の指示を受信し、所与の通信
者のグラフィカル表現に関連してリアルタイムファイル共有活動を示す視覚的合図を表示
する。
【００７９】
　幾つかの実施形態では、クライアントノードは、ネットワーク通信環境内の通信者のう
ちの所与の通信者が関与するリアルタイムアプリケーション共有活動の指示を受信し、所
与の通信者のグラフィカル表現に関連してリアルタイムアプリケーション共有活動を示す
視覚的合図を表示する。
【００８０】
　幾つかの実施形態では、クライアントノードは、ネットワーク通信環境内の通信者のう
ちの所与の通信者が関与するリアルタイム音声活動の指示を受信し、所与の通信者のグラ
フィカル表現に関連してリアルタイム音声活動を示す視覚的合図を表示する。
【００８１】
２．通信者同士の関連及び通信者とサーバアプリケーションとの関連
　通信者は通常、他の通信者の「コンタクト」であることによって別の通信者に関連し、
その通信者は、通信者のうちの少なくとも一方によって宣言される（そしてオプションで
は他方によって確認される）明示的なソーシャルネットワーク提携によって、又は通信者
間の対話から推定されるソーシャルネットワーク提携によって、他の通信者に接続される
。幾つかの実施形態では、ネットワークインフラストラクチャサービス環境４２は、通信
者によって宣言される明示的な属性値、及び関係データベース４６への問い合わせ結果の
統計解析から導出される推定属性値に基づいて、通信者対話を促進する。各関係タイプ属
性値は通常、ソーシャルネットワーク提携のタイプを規定する。例示的な関係タイプは、
親族タイプ（例えば、～の父、～のいとこ）、感情タイプ（例えば、敬意、好意）、認識
タイプ（例えば、知っている、友人、知人）及び社会的役割タイプ（例えば、～の教師、
職場の同僚）を含む。そのような属性値を推定する方法の実施形態の例が、２００９年１
２月４日に出願の同時係属の米国特許出願第１２／６３１，０２６号のセクションＩＶに
おいて記述されている。
【００８２】
　通信者が異なるサーバアプリケーションとの間で有することができる関連の例示的なタ
イプの中には、メンバーシップ及びプレゼンスがある。通信者は通常、サーバアプリケー
ションに登録することによってサーバアプリケーションのメンバになる。通信者は、サー
バアプリケーションに対してプレゼンスを現在有することなく、サーバアプリケーション
のメンバであることができる。通信者は通常、サーバアプリケーションに接続することに
よって、サーバアプリケーションに対するプレゼンスを取得する。通信者は、サーバアプ
リケーションのメンバになることなく、そのサーバアプリケーションに対するプレゼンス
を有することができる。この場合、通信者は通常、「ゲスト」と呼ばれる。幾つかの実施
形態では、いくつかのゲスト通信者は、２０１０年１月２６日に出願の米国特許出願第１
２／６９４，１２６号において記述されている方法のうちの１つ又は複数に従って、サー
バアプリケーションとインタフェース接続することができる。
【００８３】
　図１０は、５人の通信者（サリー、トム、コリン、ケアリー及びガス）と、２つのサー
バアプリケーション（ランシングアビエーション（Lansing Aviation）及びエンジニアリ
ング（Engineering））と該５人の通信者それぞれの関連との間の例示的な１組の関係を
示すソーシャルグラフ１９０の一例を示す。サーバアプリケーションは、同期会議サーバ
アプリケーションを含む、通信者がそれぞれのプレゼンスを確立することができる任意の
タイプのサーバアプリケーションとすることができる。図示される例では、ランシングア
ビエーション及びエンジニアリングサーバアプリケーションはＳｏｃｏｃｏエリアアプリ
ケーション（Social Communications Company社、www.sococo.comから入手できる）であ
り、そのアプリケーションはネットワーク通信環境内の通信者によって経験される没入レ
ベルを高める、それぞれの空間コンテキストにおける通信者対話のためのそれぞれの空間
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視覚化及び切替規則を定義する。ソーシャルグラフ１９０において示されるように、サリ
ー及びケアリーは、エンジニアリングエリアアプリケーションのメンバであり、ガスはエ
ンジニアリングエリアアプリケーションのゲストである。サリーはコリンとともにランシ
ングアビエーションエリアアプリケーションの共同メンバでもあり、コリンはサリーの相
互Ｓｏｃｏｃｏコンタクトである。サリーはトムの相互Ｓｏｃｏｃｏコンタクトであり、
トムはランシングアビエーション及びエンジニアリングのいずれのエリアアプリケーショ
ンのメンバでもない。サリーはヨランダの相互Ｙａｈｏｏコンタクトでもあり、ゲーリー
の相互Ｇｏｏｇｌｅコンタクトでもある。
【００８４】
３．通信者識別情報
　サーバアプリケーションごとに、通信者は、サーバアプリケーションに対して通信者を
一意に識別する１つ又は複数の識別子を有することができる。例えば、図１０のソーシャ
ルグラフは、サリー及びトムがそれぞれＳｏｃｏｃｏ識別子ＳＵＩＤ１及びＳＵＩＤ２に
よって一意に識別されるそれぞれのＳｏｃｏｃｏ識別情報を有することに加えて、第三者
のサーバプロバイダ（すなわち、Ｙａｈｏｏ、Ｇｍａｉｌ、Ｈｏｔｍａｉｌ、ＡＩＭ、及
びＦａｃｅｂｏｏｋサービスプロバイダ）で確立したそれぞれの１組の識別情報１９２、
１９４も要求することを示す。詳細には、サリーは以下の識別情報識別子；sally@yahoo.
com、sally@gmail.com、sally@hotmail.com、sally@aim.com及びsally@source.comを要求
し、トムは以下の識別情報識別子；tom@yahoo.com、tom@gmail.com、tom@hotmail.com、t
om@aim.com及びtom@target.comを要求した。サリー及びトムは相互Ｙａｈｏｏコンタクト
及び相互Ｆａｃｅｂｏｏｋコンタクトでもある（「友人」とも呼ばれる）。この例では、
サリー及びトムによって要求される識別情報は、それぞれのネットワークサービス（すな
わち、Ｙａｈｏｏ、Ｇｍａｉｌ、Ｈｏｔｍａｉｌ、ＡＩＭ及びＦａｃｅｂｏｏｋサーバア
プリケーション）との関連で通信するためのそれぞれの通信ハンドルである。
【００８５】
　幾つかの実施形態では、通信者ごとに、ネットワークインフラストラクチャサービス環
境４２は、その通信者によって要求される全ての識別情報を、ネットワーク通信環境にお
いてその通信者を識別するそれぞれの単一のユニバーサルユーザ識別子（例えば、図１０
に示されるＳｏｃｏｃｏ識別子ＳＵＩＤ１及びＳＵＩＤ２）に関連付ける。このようにし
て、各通信者は、異なるサーバアプリケーション４４によって定義される全ての異なる通
信コンテキストにわたって、同じ識別子によって一貫して識別される。
【００８６】
　図１１は、ネットワークインフラストラクチャサーバ環境４２が、通信者のうちの１人
又は複数人をそれぞれ他の通信者に対して提示し、ネットワーク通信環境においてそれぞ
れの単一の識別情報を用いて対話する方法の一実施形態を示す。
【００８７】
　図１１の方法によれば、通信者のうちの１人又は複数人のそれぞれに対して、ネットワ
ークインフラストラクチャサーバ環境４２は、通信者によって要求されるそれぞれの１組
の複数の識別情報を特定し、各識別情報はそれぞれのネットワークサービスに関連して通
信者と通信するためのそれぞれの通信ハンドルに関連付けられ（図１１、ブロック１９５
）；ネットワークインフラストラクチャサーバ環境４２は、それぞれの１組の複数の識別
情報を、ネットワーク通信環境において通信者を識別するためのそれぞれの単一のユニバ
ーサルユーザ識別子と関連付け（図１１、ブロック１９６）；ネットワークインフラスト
ラクチャサーバ環境４２は、ユーザアカウントのそれぞれに関連付けられた通信者の１人
又は複数人の、複数組のコンタクトを識別する（図１１、ブロック１９７）。
【００８８】
　ネットワークインフラストラクチャサーバ環境４２は、通信者のうちの対象通信者に関
連する通信者を突き止める（図１１、ブロック１９８）。このプロセスでは、通信者のそ
れぞれを、通信者によって要求されるそれぞれの識別情報に関連付けられたそれぞれの通
信ハンドルに基づいて対象通信者のコンタクトのそれぞれに一致（match）させる。
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【００８９】
　ネットワークインフラストラクチャサーバ環境４２は、対象通信者に、それぞれのユニ
バーサル識別子によって識別された関連する通信者の指示を送信する（図１１、ブロック
１９９）。
【００９０】
　幾つかの実施形態では、接続ハンドルは、リアルタイム通信サービス（例えば、インス
タントメッセージングサービス、オーディオ会議サービス、ビデオ会議サービス及びファ
イル共有サービス）を介して、又は電子メールサービスを介して、又はソーシャルネット
ワーキングサービスを介して、通信者のそれぞれと通信するためのハンドルである。幾つ
かの実施形態では、そのメッセージが向けられた通信ハンドルから、他の通信者から受信
したメッセージ（例えば会合、ゲット及び招待メッセージ）の通信コンテキストを通信者
が推定できるように、各通信者はサーバアプリケーション４４の異なるサーバアプリケー
ションごとに異なるそれぞれの通信ハンドルを規定することができる。
【００９１】
　幾つかの実施形態では、ネットワークインフラストラクチャサービス環境４２は、サー
バアプリケーションへの接続に対する関連する通信者の接続状況を特定し、対象通信者に
、関連する通信者の仕様、及び関連する通信者の特定された接続状況を送信する。関連す
る通信者のうちの所与の通信者が、サーバアプリケーションのうちの所与のサーバアプリ
ケーションから切断されているとの判断に応答して、ネットワークインフラストラクチャ
サービス環境４２は、所与の関連する通信者がネットワークサービスのうちのいずれに接
続されているかを判断し、対象通信者に、所与の関連する通信者が所与のサーバアプリケ
ーションから切断されていることの指示、及び所与の関連する通信者が、その所与の関連
する通信者が接続されていると判断されるネットワークサービスのうちの１つ又は複数を
介して通信に応対可能であることの指示を送信する。
【００９２】
４．通信者状況
　異なるサーバアプリケーション４４との関連に関して通信者について突き止めることが
できる状況の中には、サーバアプリケーション４４に対する通信者の状態及び活動に関す
る状況がある。
【００９３】
　例示的な通信者状況は以下のものを含む。
【００９４】
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【表１】

【００９５】
　オンライン／オフライン状態は、通信者が現在通信に応対可能であるか否かを示す。例
示される実施形態では、通信者がネットワーク通信環境に接続されるときに（例えば、サ
ーバアプリケーション４４のうちの１つ又は複数に対してプレゼンスを確立することによ
る）、その通信者はオンライン状態にあり、通信者がネットワーク通信環境に接続されな
いときに（例えば、サーバアプリケーション４４のいずれに対してもプレゼンスを有しな
いことによる）、その通信者はオフライン状態にある。
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【００９６】
　「プレゼンスのロケーション」状態は、通信者がネットワーク通信環境においてプレゼ
ンスを確立した場所を示す。プレゼンスのロケーションは通常、そのユーザがプレゼンス
を有するサーバアプリケーション４４及び／又はサーバアプリケーション４４のゾーンご
とにそれぞれの属性値（例えば、ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ＿ＩＤ及び／又はｚｏｎｅ＿Ｉ
Ｄ値）を有する。
【００９７】
　アプリケーション固有識別情報は、その通信者が関連付けられた特定のサーバアプリケ
ーションとの関連で通信者についての情報を示すために、他の通信者に通信される。アプ
リケーション固有識別情報は、以下のものを含む。
　・サーバアプリケーションとの関連において他の通信者に対して通信者を識別するため
に用いられるアプリケーション固有名前属性；
　・サーバアプリケーションとの関連において通信者の図像的表現の色を設定するために
用いられるアプリケーション固有アバタ色属性；
　・サーバアプリケーションとの関連において通信者の表現に関連付けられたユーザ選択
画像を参照するアプリケーション固有写真属性；
　・サーバアプリケーションとの関連において通信者の表現に関連付けられたメッセージ
を参照するアプリケーション固有状況メッセージ属性；及び
　・サーバアプリケーションとの関連においてデータストリームを通信者に切り替えるた
めに用いられる場合がある通信者の役割（例えば、ゲスト、メンバ、仲介者、所有者）を
示すアプリケーション固有役割属性。
【００９８】
　アプリケーション固有応対可能性状態は、サーバアプリケーションとの関連において通
信者の応対可能性を示す。アプリケーション固有応対可能性状態は通常、通信者がアイド
ル又はスリーピングである時点を示す属性値と、通信者がビジーである時点を示す属性値
とを含む。
【００９９】
　「活動中心のステーション」状態は、通信者が動作しているクライアントネットワーク
ノードを特徴付ける。「活動中心のステーション」状態は通常、クライアントネットワー
クノードのデバイスタイプ、クライアントネットワークノード上で動作するオペレーティ
ングシステム（ＯＳ）、オペレーティングシステムのＯＳバージョンを識別する属性を含
む。
【０１００】
　「活動中心のクライアント」状態は、通信者が現在活動中心を有するサーバアプリケー
ションを示す。「活動中心のクライアント」状態は通常、通信者がサーバアプリケーショ
ンと通信するのに用いているクライアント通信アプリケーションを識別するクライアント
名属性、及びクライアント通信アプリケーションのバージョンを識別するクライアントバ
ージョン属性を含む。
【０１０１】
　「活動中心のクライアントによってサポートされるチャネル」状態は、ユーザのクライ
アントアプリケーションとの関連において通信者と通信するために利用可能である通信チ
ャネルを示す。「活動中心のクライアントによってサポートされるチャネル」状態は通常
、ユーザのクライアントアプリケーションが通信者とのチャット通信をサポートするか否
かを示すチャット属性、ユーザのクライアントアプリケーションが通信者とのオーディオ
シンク及びオーディオソース通信をサポートするか否かをそれぞれ示すオーディオシンク
及びオーディオソース属性、ユーザのクライアントアプリケーションが通信者とのビデオ
シンク及びビデオソース通信をサポートするか否かをそれぞれ示すビデオソース及びビデ
オシンク属性、及びユーザのクライアントアプリケーションが通信者とのファイル転送通
信をサポートするか否かを示すファイル転送属性を含む。
【０１０２】
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　例示的な通信者活動は、通信者が通信のために現在開放しているチャネルを含み、通信
者が現在、他の通信者といかに対話しているかを示す。幾つかの実施形態では、開放チャ
ネル活動は、以下の属性を含む。
　・通信者のオーディオシンクチャネル（例えば、スピーカ）が開いている時点を示すＩ
ｓＬｉｓｔｅｎｉｎｇ属性；
　・通信者のオーディオソースチャネル（例えば、マイクロフォン）が開いている時点を
示すＨａｓＭｉｃＯｐｅｎ属性；
　・通信者のオーディオソースチャネル上でオーディオの振幅が送信されている時点を示
すＩｓＳｐｅａｋｉｎｇ属性；
　・通信者のビデオシンクチャネルに流れているビデオデータが画面上に表示される時点
を示すＩｓＷａｔｃｈｉｎｇ属性；
　・通信者のチャットチャネルのための入力ボックスにユーザが盛んにタイピングしてい
る時点を示すＩｓＴｙｐｉｎｇ属性；
　・通信者のアプリケーション共有ビデオシンクチャネル上で、通信者に対してアプリケ
ーション共有データがストリーミングされている時点を示すＨａｓＡｐｐｌｉｃａｔｉｏ
ｎＳｈａｒｅＦｏｃｕｓ属性；
　・通信者のウェブカムビデオソースチャネルが開いている時点を示すＨａｓＷｅｂＣａ
ｍＯｎ属性；
　・通信者のクライアントネットワークノードが、通信者が通信者のチャットチャネルに
活動中心を有することを示す時点を示すＨａｓＣｈａｔＩｎｐｕｔＦｏｃｕｓ属性；及び
　・通信者がビューアペインにおいてゾーン内のどのオブジェクトを見ているかを示すＯ
ｂｊｅｃｔＯｆＦｏｃｕｓ属性。
【０１０３】
５．仮想エリア
　幾つかの実施形態では、プラットフォームは、仮想エリアのインスタンスによって定義
される通信コンテキストにおいてネットワークノードとのリアルタイム接続を管理する。
仮想エリアインスタンスは、抽象座標（例えば、関連するコンピュータデータファイル若
しくはソフトウェアアプリケーション内の位置によって定義される座標、又はカスタマサ
ービスデータベースがエリアである実施形態では、データベース内の各レコードがゾーン
を構成する）に対して定義される抽象仮想空間に対応することができる。代替的には、仮
想エリアインスタンスは、特定の視覚化に関連付けられた１次元、２次元又は３次元の幾
何学的座標に対して定義される可視仮想空間に対応することができる。抽象仮想エリアは
、個々の視覚化に関連付けられる場合も、そうでない場合もあるのに対して、可視仮想エ
リアは個々の視覚化に関連付けられる。
【０１０４】
　図１２は、ネットワーク通信環境１０（図１を参照）の実施形態３００の概略図であり
、エリアベースサーバアプリケーション３１０（本明細書において「仮想エリアアプリケ
ーション」と呼ばれる）に従って、仮想エリア３０８内で第１のクライアントノード１２
及び第２のクライアントノード１４のセッションを管理するネットワークインフラストラ
クチャサービス環境３０６を含む。仮想エリアアプリケーション３１０は、仮想エリア３
０８によってホスティングされ、仮想エリア３０８の記述を含む。第１のクライアントネ
ットワークノード１２及び第２のクライアントネットワークノード１４上で動作する通信
アプリケーション２６、３２は、ネットワークインフラストラクチャサービス環境３０６
から受信したデータに従って仮想エリア３０８のそれぞれの視野を提示し、通信者からの
コマンドを受信し、かつ通信者間のリアルタイム通信を向上させる空間インタフェースを
提供するためのそれぞれのインタフェースを提供する。通信者は通常、仮想エリア３０８
においてそれぞれのアバタによって表され、それらのアバタは通常、それぞれのネットワ
ークノードにおいて通信者によって入力されたコマンドに応答して、仮想エリア３０８を
動き回る。仮想エリア３０８の各通信者の視野は、通信者のアバタの視点から提示され、
その視点は通信者によって経験される没入レベルを高める。各通信者は通常、自分のアバ
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タの周囲の仮想エリア３０８の任意の部分を視認することができる。幾つかの実施形態で
は、通信アプリケーション２６、３２は、仮想エリア３０８内の通信者のアバタの位置に
基づいて、第１のクライアントネットワークノード１２及び第２のクライアントネットワ
ークノード１４と、仮想エリア３０８を共有する他のネットワークノードとの間にリアル
タイムデータストリーム接続を確立する。
【０１０５】
　ネットワークインフラストラクチャサービス環境３０６は通常、クライアントノード１
２、１４と他のネットワークノード（図１及び図１８を参照）との間にネットワーク接続
を確立し、管理するプロセスにおいて、通信アプリケーション２６、３２と協調する１つ
又は複数のネットワークインフラストラクチャサービスを含む。ネットワークインフラス
トラクチャサービスは、単一のネットワークノード上で動作することができるか、又は複
数のネットワークノードにわたって分散することができる。ネットワークインフラストラ
クチャサービスは通常、１つ又は複数の専用ネットワークノード（例えば、ルーティング
及びスイッチングのような１つ又は複数のエッジサービスを実行するサーバコンピュータ
又はネットワークデバイス）上で動作する。しかしながら、幾つかの実施形態では、ネッ
トワークインフラストラクチャサービスのうちの１つ又は複数が、通信者のネットワーク
ノードのうちの少なくとも１つにおいて動作する。ネットワークインフラストラクチャサ
ービス環境３０６の例示的な実施形態に含まれるネットワークインフラストラクチャサー
ビスの中には、アカウントサービス、セキュリティサービス、エリアサービス、ランデブ
ーサービス及び対話サービスがある。
【０１０６】
アカウントサービス
　アカウントサービスは、仮想環境のための通信者アカウントを管理する。また、アカウ
ントサービスは認証トークンの作成及び発行も管理し、認証トークンは、ネットワークイ
ンフラストラクチャサービスのいずれかに対する認証のために、クライアントネットワー
クノードが用いることができる。
【０１０７】
セキュリティサービス
　セキュリティサービスは、仮想環境の資産及び他のリソースに対する通信者のアクセス
を制御する。セキュリティサービスによって実施されるアクセス制御方法は通常、能力（
適切な能力又は許可を有するエンティティに対してアクセスが許可される場合）及びアク
セス制御リスト（リスト上にある識別情報を有するエンティティに対してアクセスが許可
される場合）のうちの１つ又は複数に基づく。特定の通信者が或るリソースへのアクセス
を許可された後に、その通信者は通常、他のネットワークインフラストラクチャサービス
によって提供される機能を用いて、ネットワーク通信環境３００内で対話する。
【０１０８】
エリアサービス
　エリアサービスは仮想エリアを管理する。幾つかの実施形態では、エリアサービスは、
１組の制約３１２（図１２を参照）を受けて、仮想エリアアプリケーション３０８に従っ
て第１のクライアントネットワークノード１２及び第２のクライアントネットワークノー
ド１４上で動作する通信アプリケーション２６、３２を遠隔構成する。制約３１２は通常
、仮想エリアへのアクセスに対する制御を含む。アクセス制御は通常、能力（適切な能力
又は許可を有する通信者又はクライアントノードに対してアクセスが許可される場合）及
びアクセス制御リスト（リスト上にある識別情報を有する通信者又はクライアントノード
に対してアクセスが許可される場合）のうちの１つ又は複数に基づく。
【０１０９】
　また、エリアサービスは、要求側エンティティの能力を受けて、仮想エリアに関連付け
られたネットワーク接続を管理し、仮想エリアのためのグローバル状態情報を保持し、仮
想エリア３０８によって定義されるコンテキストにおいて共有される通信セッションに関
与するクライアントネットワークノードのためのデータサーバとしての役割を果たす。グ



(26) JP 5969476 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

ローバル状態情報は、仮想エリア内にある全てのオブジェクト、及び仮想エリア内のオブ
ジェクトのそれぞれのロケーションのリストを含む。エリアサービスは、クライアントネ
ットワークノードを構成する命令を送信する。また、エリアサービスは、通信セッション
への参加を要求する他のクライアントネットワークノードを登録し、それらのノードに初
期化情報を送信する。このプロセスにおいて、エリアサービスは、参加する各クライアン
トネットワークノードに、仮想エリアアプリケーション３１０に従ってクライアントネッ
トワークノード上で仮想エリア３０８を描画するために必要とされるコンポーネント（例
えば、プラグイン）のリストを送信することができる。また、エリアサービスは、通信障
害が生じる場合には、クライアントネットワークノードがグローバル状態に同期できるこ
とを確実にする。エリアサービスは通常、仮想エリアに関連付けられた統治規則を介して
、通信者の仮想エリアとの対話を管理する。
【０１１０】
ランデブーサービス
　ランデブーサービスはプレゼンス情報の収集、記憶及び分配を管理し、要求側エンティ
ティの能力を受けて、ネットワークノードが（例えば、接続ハンドルの分配を管理するこ
とによって）互いに通信するための機構を提供する。ランデブーサービスは通常、プレゼ
ンスデータベース内にプレゼンス情報を記憶する。ランデブーサービスは通常、通信者プ
ライバシプリファレンスを介して通信者同士の対話を管理する。
【０１１１】
対話サービス
　対話サービスは通信者間の対話のレコード４８を収容する関係データベース４６を保持
する。通信者間の対話ごとに、ネットワークインフラストラクチャサービス環境３０６の
１つ又は複数のサービス（例えば、エリアサービス）が、対話サービスに対話データを送
信する。それに応じて、対話サービスは、１つ又は複数のそれぞれの対話レコードを生成
し、それらのレコードを関係データベースに記憶する。各対話レコードは、一対の通信者
間の対話のコンテキストを記述する。例えば、幾つかの実施形態では、対話レコードは、
通信者ごとの識別子、対話の場所に関する識別子（例えば、仮想エリアインスタンス）、
対話場所の階層の記述（例えば、対話空間をより大きなエリアに関連付ける方法の記述）
、対話の開始時刻及び終了時刻、並びに対話中に共有又は記録された全てのファイル及び
他のデータストリームのリストを含む。したがって、リアルタイム対話ごとに、対話サー
ビスは、その対話が生じた時点、生じた場所、その対話中に関与する通信者に関して起こ
ったこと（例えば、進入及び退出）、起動／停止されたオブジェクト、及び共有されたフ
ァイルを追跡する。
【０１１２】
　また、対話サービスは、要求側エンティティの能力を受けて、関係データベース４６へ
の問い合わせをサポートする。対話サービスは、仮想エリアに基づいて並べ替えられた順
序（例えば、最も高い頻度又は最も高い最新性）において対話データベースレコードへの
問い合わせ結果を提示する。その問い合わせ結果を用いて、仮想エリアにおいて通信者が
出合ったコンタクトの頻度ソート、並びに仮想エリアに関係なく通信者が出会った人のソ
ート及び通信者が最も頻繁に訪れた仮想エリアのソートを行うことができる。また、その
問い合わせ結果は、アプリケーション開発者によって、関係に基づいて或るタスクを自動
化するヒューリスティックシステムの一部として用いられる場合もある。このタイプのヒ
ューリスティックの一例として、６回以上特定の仮想エリアを訪問した通信者がノックす
ることなくデフォルトで進入できるようにするヒューリスティック、又は特定の時刻に或
るエリア内に存在した通信者が同じ時刻に同じエリア内に存在した別の通信者によって作
成されたファイルを変更し、削除できるようにするヒューリスティックがある。関係デー
タベース３６への問い合わせは、他の探索と組み合わせることができる。例えば、関係デ
ータベースへの問い合わせは、ネットワークインフラストラクチャサービス環境３０６の
領域外にある通信システム（例えば、Ｓｋｙｐｅ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ及びＦｌｉｃｋｒ）
を用いてコンタクトと対話するために生成されたコンタクト履歴データへの問い合わせと
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組み合わせることができる。
【０１１３】
　通信アプリケーション２６及びネットワークインフラストラクチャサービス環境３０６
は通常、仮想エリアのインスタンスによって定義される通信コンテキストにおいてネット
ワークノードとのリアルタイム接続を管理する。仮想エリアインスタンスは、抽象座標に
対して定義される抽象（非幾何学的）仮想空間に対応することができる。代替的には、仮
想エリアインスタンスは、特定の視覚化に関連付けられた１次元、２次元又は３次元幾何
学的座標に対して定義される可視仮想空間に対応することができる。抽象仮想エリアはそ
れぞれの視覚化に関連付けられる場合も、関連付けられない場合もあるのに対して、可視
仮想エリアはそれぞれの視覚化に関連付けられる。
【０１１４】
　上記で説明されたように、通信者は通常、関連する視覚化を有する仮想エリアにおいて
それぞれのアバタ（例えば、スプライト）によって表される。それぞれのネットワークノ
ードにおいて通信者によって入力されたコマンドに応答して、アバタは仮想エリアを動き
回る。幾つかの実施形態では、仮想エリアインスタンスの通信者の視野は通常、通信者の
アバタの視点から提示され、各通信者は通常、自分のアバタの周囲の可視仮想エリアの任
意の部分を視認することができ、通信者によって経験される没入レベルが高まる。
【０１１５】
　仮想エリアは通常、仮想エリア内のアバタによって表されるネットワークノード間のリ
アルタイムデータストリームの切替を支配するそれぞれの規則に関連付けられた１つ又は
複数のゾーンを含む。切替規則は、仮想エリアのゾーン内の通信者のアバタのロケーショ
ンに基づいて、各ネットワークノード上で実行されるローカル接続プロセスが、他のネッ
トワークノードとの通信をいかに確立するかを指示する。仮想エリアは通常、仮想エリア
の幾何学的要素の記述と、切替規則及び統治規則を含む、１つ又は複数の規則とを含む仕
様によって定義される。切替規則は、ネットワークノード間のリアルタイムストリーム接
続を支配する。統治規則は、仮想エリア自体、仮想エリアを有する領域、及び仮想エリア
内のオブジェクトのような、リソースへの通信者のアクセスを制御する。幾つかの実施形
態では、仮想エリアの幾何学的要素は、COLLADA-Digital Asset Schema Release 1.4.1 A
pril 2006仕様書（http://www.khronos.org/collada/から入手可能）に従って記述され、
切替規則は、米国特許出願第１１／９２３，６２９号及び第１１／９２３，６３４号にお
いて記述されているCOLLADAストリーム関連仕様に従って拡張マークアップ言語（ＸＭＬ
）テキストフォーマット（本明細書において、仮想空間記述フォーマット（ＶＳＤＬ）と
呼ばれる）を用いて記述される。
【０１１６】
　可視仮想エリアの幾何学的要素は通常、仮想エリアの物理的幾何学形状及び衝突幾何学
形状を含む。物理的幾何学形状は仮想エリアの形状を記述する。物理的幾何学形状は通常
、三角形、四角形又は多角形の表面から形成される。物理的幾何学形状上に色及びテクス
チャを与えて、仮想エリアのためのより現実的な外観を生み出す。照明効果は、例えば、
視覚的な幾何学形状上に光を描き、その光付近のテクスチャ、色及び輝度を変更すること
によって与えることができる。衝突幾何学形状は、仮想エリア内でオブジェクトが動くこ
とができる方法を決定する不可視表面を描写する。衝突幾何学形状は可視幾何学形状と同
一空間を占めることができるか、可視幾何学形状を簡単にした近似形状に対応することが
できるか、又は仮想エリア設計者のアプリケーション固有要件に関連付けることができる
。
【０１１７】
　切替規則は通常、仮想エリア内の位置に関してリアルタイムデータストリームのソース
及びシンクを接続するための条件の記述を含む。各規則は通常、その規則が当てはまるリ
アルタイムデータストリームタイプと、その規則が当てはまる仮想エリア内の単数又は複
数のロケーションとを定義する属性を含む。幾つかの実施形態では、各規則はオプション
で、ソースの要求される役割、シンクの要求される役割、ストリームの優先順位、及び要
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求されるストリームハンドリングトポロジを規定する１つ又は複数の属性を含むことがで
きる。幾つかの実施形態では、仮想エリアの特定の部分のために明示的な切替規則が定義
されない場合には、仮想エリアのその部分に、１つ又は複数の暗黙的な、又はデフォルト
の切替規則を適用することができる。１つの例示的なデフォルト切替規則は、方針規則を
受けて、或るエリア内の全てのソースを全ての適合するシンクに接続する規則である。方
針規則は、クライアントノード間の全ての接続に対して全体的に、又は個々のクライアン
トノードとのそれぞれの接続に対してのみ、当てはまる場合がある。方針規則の一例は、
ソースを、仮想エリア内の互いの所定の距離（又は半径）内にあるそれぞれのオブジェク
トに関連付けられた適合するシンクと接続することのみを認める近接方針規則である。
【０１１８】
　幾つかの実施形態では、統治規則が仮想エリアに関連付けられ、仮想エリアにアクセス
できる人、そのコンテンツにアクセスできる人、仮想エリアのコンテンツにアクセスでき
る範囲（例えば、ユーザがそのコンテンツで何をすることができるか）、それらのコンテ
ンツにアクセスした後の結果（例えば、監査ログ及び支払要件のようなレコード保管）を
制御する。幾つかの実施形態では、仮想エリア全体、又は仮想エリアのゾーンが、「統治
メッシュ」に関連付けられる。幾つかの実施形態では、統治メッシュは、米国特許出願第
１１／９２３，６２９号及び第１１／９２３、６３４号において記述されているゾーンメ
ッシュの実施と同じようにして実施される。統治メッシュによって、ソフトウェアアプリ
ケーション開発者は、統治規則を仮想エリア又は仮想エリアのゾーンと関連付けることが
できるようになる。これは、仮想エリア内のファイルごとに個々に許可を生成するのを不
要にし、かつ同じドキュメントをコンテキストに応じて異なるように処理する必要がある
ときに生じる可能性がある複雑さに対処するのを不要にする。
【０１１９】
　幾つかの実施形態では、仮想エリアは、仮想エリアの１つ又は複数のゾーンをデジタル
著作権管理（ＤＲＭ）機能に関連付ける統治メッシュに関連付けられる。ＤＲＭ機能は仮
想エリア、又は仮想エリア内の１つ若しくは複数のゾーン、又は仮想エリア内のオブジェ
クトのうちの１つ又は複数へのアクセスを制御する。ＤＲＭ機能は、通信者が仮想エリア
内の統治メッシュ境界を横切る度にトリガされる。ＤＲＭ機能は、トリガ動作が許可され
るか否かを判断し、許可される場合には、許可される動作の範囲、支払が必要とされるか
否か、及び監査レコードが生成される必要があるか否かを判断する。仮想エリアの例示的
な実施態様では、関連する統治メッシュは、通信者が仮想エリアに入ることができる場合
には、その通信者が仮想エリアに関連付けられた全てのドキュメントに関する動作を実行
することができるように構成され、その動作は、ドキュメントを操作すること、ドキュメ
ントを閲覧すること、ドキュメントをダウンロードすること、ドキュメントを削除するこ
と、ドキュメントを変更すること、及びドキュメントを再アップロードすることを含む。
このようにして、仮想エリアは、仮想エリアによって定義されるコンテキストにおいて共
有され、検討される情報のためのリポジトリになることができる。
【０１２０】
　仮想エリアの仕様に関する更なる詳細は、米国特許出願第１２／４１８，２４３号（２
００９年４月３日出願）、第１１／９２３，６２９号（２００７年１０月２４日出願）及
び第１１／９２３，６３４号（２００７年１０月２４日出願）において記述されている。
【０１２１】
　図１３は、コンピュータシステム３６０によって実施される例示的なネットワークノー
ドの一実施形態を示す。コンピュータシステム３６０は、ディスプレイモニタ３６２と、
コンピュータマウス３６４と、キーボード３６６と、スピーカ３６８、３７０と、マイク
ロフォン３７２とを含む。ディスプレイモニタ３６２は、グラフィカルユーザインタフェ
ース３７４を表示する。グラフィカルユーザインタフェース３７４は、複数のウインドウ
、アイコン及びポインタ３７６を含むことができる、ウインドウベースのグラフィカルユ
ーザインタフェースである。例示される実施形態では、グラフィカルユーザインタフェー
ス３７４は、美術館を表す３次元視覚化に関連付けられた共有仮想エリア３７８の２次元
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描写を提示する。通信者は、仮想エリア３７８において、それぞれのアバタ３８０、３８
２、３８４によって表され、各アバタは仮想エリア３７８との関連においてそれぞれの役
割（例えば、館長、アーティスト及び訪問者）を有することができる。
【０１２２】
　仮想エリア３７８は、ゾーン３８６、３８８、３９０、３９２、３９４を含み、それら
のゾーンは仮想エリア３７８内のアバタ３８０～３８４によって表されるネットワークノ
ード間のリアルタイムデータストリームの切替を支配する規則のそれぞれに関連付けられ
る。（通常の通信セッション中に、図１３内のゾーン３８６～３９４を画定する破線は通
信者には視認できないが、そのようなゾーン境界に関連付けられた視覚的合図が存在する
場合もある）。切替規則は、仮想エリア３７８のゾーン３８６～３９４内の通信者のアバ
タ３８０～３８４のロケーションに基づいて、各ネットワークノード上で実行されるロー
カル接続プロセスが他のネットワークノードとの通信をいかに確立するかを指示する。
【０１２３】
　プラットフォームの実施形態によっては、ソフトウェアアプリケーション設計者は、ソ
フトウェアアプリケーション又はコンピュータデータファイル内の位置の意味を定義でき
るようになる。それぞれの接続規則との関連を通して、これらの位置定義を用いて、例え
ば、仮想エリアへの接続、仮想エリアへの進入、通信者、及びリアルタイムデータストリ
ームの他のソース又はシンクへの接続、並びに通信者、ネットワークリソース、及びネッ
トワークサービスに関連するプレゼンスデータの決定を制御することができる。
【０１２４】
　「接続規則」は、仮想エリア及び接続対象のうちの少なくとも一方を指定し、ネットワ
ーク接続を開始する際に適切に構成されたソフトウェアアプリケーション又はサービスの
動きを誘導する１つ又は複数の接続条件のオプションの１組を含む。「接続対象」は、ネ
ットワークノード上で通信者、リソース又はサービスとのネットワーク接続を確立するた
めに用いることができる識別子又は接続ハンドル（例えば、ユニフォームリソース識別子
（ＵＲＩ））を指している。「接続条件」は、ネットワーク接続の確立、ネットワーク接
続の管理、又はネットワーク接続にわたって転送されるデータの処理に影響を及ぼす１つ
又は複数のパラメータを規定する。例えば、接続条件は、ネットワーク接続が試行又は確
立される前に満たされるべきである動作環境に関する前提を記述することができる。
【０１２５】
　コンピュータデータファイルは、ソフトウェアアプリケーションによって使用するため
のデータを永続的に記憶する任意の情報ブロックである（例えば、ソフトウェアアプリケ
ーションのための入力として用いられ、かつ／又は出力として書き込まれる情報）。コン
ピュータデータファイルは、コンシューマ及びビジネスソフトウェアアプリケーションを
含む、任意のタイプのソフトウェアアプリケーションとともに用いるために設計すること
ができ、任意のタイプの公開又は非公開データファイルフォーマットにおいて記憶するこ
とができる。コンピュータデータファイルは、１つ又は複数のコンポーネントから構成さ
れ、そのコンポーネントのコンテンツ及び構造は、少なくとも部分的には、コンピュータ
データファイル内に記憶されるデータのタイプ及び目的に、かつそのファイルを作成する
ために使用されたソフトウェアによって決まる。例えば、デスクトップパブリッシングソ
フトウェアアプリケーションとともに用いるためのコンピュータデータファイルは通常、
文、段落、見出し及び区画に配置されるテキスト、図、表、行／列、頁、図面、プレゼン
テーション用スライド、スプレッドシートのような所定のセクション若しくはデータカテ
ゴリに、又はセキュリティ機能若しくは認証機能のような機能的特徴に対応するコンポー
ネントを有する。ソフトウェアアプリケーション開発者又はエンドユーザは、コンピュー
タデータファイルの１つ又は複数の構成コンポーネントから構成される、コンピュータデ
ータファイルの１つ又は複数のセクションを定義することができる。セクションは、コン
ピュータデータファイル全体又はコンピュータデータファイルの一部を含むことができ、
別のセクションと全体的に、又は部分的に重なり合うことができる。
【０１２６】
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　図１４Ａは、データファイルコンテナ５９７を含む例示的なコンピュータデータファイ
ル５９６を示しており、データファイルコンテナは、コンポーネントＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、コ
ンポーネントＢのサブコンポーネントＢ（１）、Ｂ（２）及びＢ（３）、並びにコンポー
ネントＣのサブコンポーネントＣ（１）、Ｃ（２）及びＣ（３）からなる階層構成を保持
する。コンピュータデータファイル５９６は３つのセクション（Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３）に分
割され、各セクションはコンピュータデータファイル５９６のコンポーネント及びサブコ
ンポーネントのうちの１つ又は複数に関連付けられる。例えば、セクションＳ１はサブコ
ンポーネントＢ（１）に関連付けられ、セクションＳ２はコンポーネントＣに関連付けら
れ、セクションＳ３はサブコンポーネントＢ（３）及びコンポーネントＣに関連付けられ
る。
【０１２７】
　コンピュータデータファイルのコンポーネントとセクションとの間の関連は、種々の異
なるデータ構造フォーマットに格納される場合がある。例えば、図１４Ｂは、例示的なコ
ンピュータデータファイルセクション定義データベース５９８を示しており、そのデータ
ベースはコンピュータデータファイル５９６内のセクションを定義するレコードを含む。
セクション定義レコードは、レコード識別子、及びコンピュータデータファイル５９６の
識別子によってインデックスを付される。幾つかの実施形態では、プラットフォームは、
ソフトウェアアプリケーション開発者が、１つ又は複数のダイアログボックスを有するソ
フトウェアアプリケーションを設計できるようになる機能を提供し、そのダイアログボッ
クスは、コンピュータデータファイルセクション定義データベース５９８内のレコードを
作成するためにエンドユーザによって使用することができる。
【０１２８】
　ソフトウェアアプリケーションは、記憶媒体（例えば、ハードドライブ、メモリ又はラ
ンダムアクセスメモリ）に命令がロードされた後にコンピュータが解釈し、実行すること
ができる１組の命令である。ソフトウェアアプリケーションは、１つ若しくは複数の論理
コンポーネント（例えば、ハードワイヤードコンポーネント、時間コンポーネント、文脈
コンポーネント、テーブルルックアップコンポーネント）、又はそのコンテンツ及び構造
がソフトウェアアプリケーションの機能及び設計のアーキテクチャに少なくとも部分的に
依存する機能コンポーネント（例えば、機能又はエントリポイント）から構成される。例
えば、幾つかのソフトウェアアプリケーションは、複数のコンポーネントから構成される
コンポーネント化されたアーキテクチャを使用し、各コンポーネントは、別々のライブラ
リ内に収容される場合があり、それぞれの１組のインタフェースを提示することができ、
それらのインタフェースによって、コンポーネントはメイン実行ファイルによってホステ
ィングされることが可能になる。ソフトウェアアプリケーション開発者は、ソフトウェア
アプリケーションの１つ又は複数のコンポーネントから構成される、ソフトウェアアプリ
ケーションの１つ又は複数のセクションを定義することができる。セクションは、ソフト
ウェアアプリケーション全体、又はソフトウェアアプリケーションの一部を含むことがで
き、別のセクションに全体的に、又は部分的に重なり合うことができる。
【０１２９】
　図１５Ａは、アプリケーションコンテナ６００を含む例示的なソフトウェアアプリケー
ション５９９を示しており、アプリケーションコンテナは、コンポーネントＥ、Ｆ、コン
ポーネントＥのサブコンポーネントＥ（１）、Ｅ（２）及びＥ（３）、コンポーネントＦ
のサブコンポーネントＦ（１）、Ｆ（２）、サブコンポーネントＦ（１）のサブコンポー
ネントＦ（ｉ）及びＦ（ｉｉ）、並びにサブコンポーネントＦ（２）のサブコンポーネン
トＦ（ｉｉｉ）からなる階層構成を保持する。ソフトウェアアプリケーション６００は６
つのセクション（Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６、Ｓ７、Ｓ８、Ｓ９）に分割され、各セクションはソ
フトウェアアプリケーション５９９のコンポーネント及びサブコンポーネントのうちの１
つ又は複数に関連付けられる。例えば、セクションＳ４は、サブコンポーネントＢ（１）
に関連付けられ、セクション５はコンポーネントＦに関連付けられ、セクションＳ６はサ
ブコンポーネントＦ（１）に関連付けられ、セクション７はサブコンポーネントＦ（２）
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に関連付けられ、セクションＳ８はサブコンポーネントＦ（ｉｉ）及びＦ（ｉｉｉ）に関
連付けられ、セクションＳ９はサブコンポーネントＥ（３）及びＦ（ｉ）に関連付けられ
る。
【０１３０】
　ソフトウェアアプリケーションのコンポーネントとセクションとの間の関連は、種々の
異なるデータ構造フォーマットに格納される場合がある。例えば、図１５Ｂは、ソフトウ
ェアアプリケーション５９９内のセクションを定義するレコードを含む例示的なソフトウ
ェアアプリケーションセクション定義データベース６０２を示す。セクション定義レコー
ドは、レコード識別子、及びソフトウェアアプリケーション５９９の識別子によってイン
デックスを付される。幾つかの実施形態では、プラットフォームは１つ又は複数のダイア
ログボックスを与え、そのダイアログボックスによって、ソフトウェアアプリケーション
開発者が、ソフトウェアアプリケーションセクション定義データベース６０２内のデータ
ベースレコードを作成できるようになる。
【０１３１】
　図１６Ａ及び図１６Ｂを参照すると、幾つかの実施形態では、コンピュータデータファ
イル又はソフトウェアアプリケーションの１つ又は複数のセクションが仮想エリアのそれ
ぞれのゾーンに関連付けられる。
【０１３２】
　例えば、幾つかの実施形態では、コンピュータデータファイル又はソフトウェアアプリ
ケーションの１つ又は複数のセクションは、抽象仮想エリアのそれぞれのゾーンに関連付
けられ、抽象仮想エリアは、関連するコンピュータデータファイル又はソフトウェアアプ
リケーション内の位置に対して一対一のマッピングを有する１次元又は多次元抽象位相空
間内の座標に対して定義される。例えば、図１６Ａは、２次元位相空間内のそれぞれの座
標に対するソフトウェアアプリケーション５９９のセクションＳ４～Ｓ９の例示的なマッ
ピングを示しており、その位相空間は、ソフトウェアアプリケーション５９９のコンポー
ネント及びサブコンポーネントのそれぞれに直接マッピングする座標を有する。
【０１３３】
　他の実施形態では、コンピュータデータファイル又はソフトウェアアプリケーションの
１つ又は複数のセクションは１つ又は複数の可視仮想エリアのそれぞれのゾーンに関連付
けられ、各ゾーンは、それぞれの視覚化に関連付けられた１次元、２次元又は３次元幾何
学的座標に対して定義することができる。例えば、図７Ｂは、２つの可視仮想エリア１０
４及び７８の座標のそれぞれに対するソフトウェアアプリケーション５９９のセクション
Ｓ４～Ｓ９の例示的なマッピングを示す。この例では、セクションＳ４は可視仮想エリア
６０４に関連付けられ、その可視仮想エリアは会議室の３次元視覚化に関連付けられ、セ
クションＳ５～Ｓ９は可視仮想エリア３７８のゾーンのそれぞれに関連付けられ、その可
視仮想エリアは美術館の３次元視覚化に関連付けられる。
【０１３４】
　ソフトウェアアプリケーション又はコンピュータデータファイル内の位置の意味を定義
するシステム及び方法に関する更なる詳細は、２００９年１２月４日に出願の米国特許出
願第１２／６３１，００８号において記述されている。
【０１３５】
　図１７は、データファイルＡ及びソフトウェアアプリケーションＢによって定義される
異なる通信コンテキストにわたって対象通信者（この例では「アート」）のコンタクトの
うちの幾つか又は全てのリアルタイムの応対可能性及び活動を示すグラフィカルユーザイ
ンタフェース６１０の一実施形態を示す。ソフトウェアアプリケーションＢは、コンシュ
ーマソフトウェアアプリケーション及びビジネスソフトウェアアプリケーション（例えば
、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｏｕｔｌｏｏｋ（登録商標）ソフトウェアアプリケー
ションのようなパーソナル情報マネージャソフトウェアアプリケーション；Ｍｉｃｒｏｓ
ｏｆｔ（登録商標）Ｗｏｒｄ（登録商標）ソフトウェアアプリケーションのようなドキュ
メント処理ソフトウェアアプリケーション；Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｅｘｃｅｌ
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（登録商標）ソフトウェアアプリケーションのようなスプレッドシートソフトウェアアプ
リケーション及びＭｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）Ｉｎｔｅｒｎｔ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ（
登録商標）ソフトウェアアプリケーションのようなウェブブラウザソフトウェアアプリケ
ーション）を含む、任意のタイプのソフトウェアアプリケーションとすることができる。
この実施形態では、アートがそのメンバであり、アート及びアートのコンタクトのうちの
少なくとも一方が存在するデータファイル及びソフトウェアアプリケーションＢごとに、
サーバアプリケーションのメンバが、データファイル又はソフトウェアアプリケーション
に対するそのプレゼンスの状況によってセグメント化される。この例では、アートは、デ
ータファイルＡ及びソフトウェアアプリケーションＢのメンバである。したがって、デー
タファイルＡのメンバは存在グループ６１２及び不在グループ６１４に振り分けられ、ソ
フトウェアアプリケーションＢのメンバは、「共存ゾーン」グループ６１６、存在グルー
プ６１８及び不在グループ６２０に振り分けられ、それらのゾーンは、データファイルＡ
及びソフトウェアアプリケーションＢのセクションのそれぞれに対応する。このようにし
て、アートは、自分がそのメンバであるデータファイル及びソフトウェアアプリケーショ
ンのそれぞれにおいて、誰が存在し、どのメンバが不在であるかを容易に視覚化すること
ができる。
【０１３６】
　幾つかの実施形態では、各通信アプリケーション２６、３２は、ユーザと空間仮想通信
環境とをインタフェース接続するグラフィカルナビゲーション及び対話インタフェース（
本明細書において「探索インタフェース（seeker interface）」と呼ばれる）も含む。探
索インタフェースは、ユーザが仮想環境をナビゲートできるようにするナビゲーション制
御と、ユーザが自分と仮想通信環境内の他の通信者との対話を制御できるようにする対話
制御とを含む。ナビゲーション制御及び対話制御は通常、ユーザ選択に応答し、ユーザ選
択は、コンピュータマウス、タッチパッド、タッチスクリーンディスプレイ、キーボード
及びビデオゲームコントローラを含む、任意のタイプの入力デバイスを用いて行うことが
できる。探索インタフェースは、各クライアントネットワークノードにおいて動作するア
プリケーションである。探索インタフェースは小型軽量のインタフェースであり、ユーザ
は自分のデスクトップ上に常時実行し続けることができる。探索インタフェースは、ユー
ザが仮想エリアアプリケーションを開始できるようにし、ユーザに、リアルタイムコンタ
クト及びリアルタイム共同場所（エリア）への即時アクセスを提供する。探索インタフェ
ースが他のネットワークノードとのリアルタイム通信を開始し、かつ受信できるように、
探索インタフェースは、リアルタイム通信アプリケーション、及び／又は根底にあるオペ
レーティングシステムのリアルタイム通信コンポーネントと統合される。ユーザが仮想環
境クリエータ３０２によって作成された仮想環境の中にファイルをアップロードすること
ができ、かつ仮想エリア内に依然として存在しながら、仮想環境から独立して固有のクラ
イアントソフトウェアアプリケーションを用いて、仮想エリアに関連して格納されるファ
イルを使用することができ、かつ更に一般的には、幾つかのアプリケーションのうちの１
つとしてではなく、他のオペレーティングシステム機能と同じような動作環境の一態様と
して仮想エリア内のプレゼンス及び位置を処理することができるように、仮想エリアは探
索インタフェースを通してユーザのデスクトップに統合される。
【０１３７】
　空間的仮想通信環境は通常、場所（本明細書において「ロケーション」とも呼ばれる）
及びオブジェクトの空間的階層としてモデル化することができる。空間的階層は、最上位
から最下位までに及ぶ順序付けされた一連のレベルを含む。空間的階層のレベルのうちの
連続するレベル内の各場所は、レベルのうちの先行するレベル内のそれぞれの場所に含ま
れる。空間的階層内の各オブジェクトは、それぞれの場所に含まれる。空間的階層のレベ
ルは通常、それぞれの視覚化に関連付けられ、それらの視覚化は地理、建築又は都市メタ
ファと一致し、それに応じてラベルを付される。各仮想エリアのゾーンはそれぞれのメッ
シュによって定義され、そのうちの幾つかは物理的環境の要素（例えば、建物に関連付け
られた、部屋及び中庭のような空間）を定義し、それらの要素はオブジェクト（例えば、
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表示画面オブジェクト及び会議オブジェクトのような、アバタ及びプロップ）を含むこと
ができる。
【０１３８】
　探索インタフェースのナビゲーション制御によって、ユーザは、場所及びオブジェクト
の根底を成す空間的階層に結び付けられるナビゲーションモデルに従って、仮想環境を通
る経路を行き来できるようになる。ネットワークインフラストラクチャサービス環境３０
６は、ユーザが行き来した経路を記録する。幾つかの実施形態では、ネットワークインフ
ラストラクチャサービス環境３０６は履歴を記録し、履歴はユーザが仮想エリアの中をナ
ビゲートするのに応じてユーザに提示される仮想エリアの視野の時間順リストを含む。各
視野は通常、仮想エリアのそれぞれの描画可能なゾーンの視野に対応する。これらの実施
形態では、ナビゲーション制御によって、ユーザは履歴内のゾーンのうちの選択されたゾ
ーンに移動できるようになる。また、ナビゲーション制御は、仮想エリア内のユーザの現
在の視野に対応する、空間的階層内のロケーションを示す深度経路のグラフィカル表現も
含む。幾つかの実施形態では、深度経路のグラフィカル表現は、現在の視野の上方の仮想
エリアの空間的階層モデル内の先行する各レベルのそれぞれの視野へのそれぞれのユーザ
選択可能リンクを含む。
【０１３９】
　探索インタフェースの対話制御によって、ユーザは他の通信者との対話を管理できるよ
うになる。ユーザが利用可能な対話オプションは通常、ユーザがプレゼンスを有するゾー
ンによって決まる。幾つかの実施形態では、特定のゾーンにおいてプレゼンスを有する通
信者が利用可能である対話オプションは、そのゾーンにおいてプレゼンスを有しない他の
通信者が利用可能であるオプションとは異なる。ユーザの詳細及び対話性のレベルは通常
、ユーザが特定のゾーンにおいてプレゼンスを有するか否かによる。１つの例示的な実施
形態では、ユーザが仮想エリア外にいる場合には、ユーザは仮想エリア内で生じる対話の
最低限の詳細レベルを提供される（例えば、ユーザはそのエリアの間取図の輪郭、背景テ
クスチャ、及び施設を見ることはできるが、ユーザは、そのエリア内の他の通信者が存在
する場所を見ることはできない）。ユーザが仮想エリア内にいるが、そのエリアの特定の
ゾーンの外部にいる場合には、ユーザは特定のゾーン内で生じる対話の中間の詳細レベル
を提供される（例えば、ユーザは、そのエリア内の他の通信者が存在する場所を見ること
ができ、そのヘッドフォン及びマイクロフォンがオンであるか否かは別として、それらの
通信者の現在の状態、例えば、話をしている、チャットメッセージをタイピングしている
等の視覚化を見ることができ、表示画面のいずれかがアクティブであるか否かを見ること
ができる）；ユーザがそのエリアの特定のゾーン内にいる場合には、その特定のゾーン内
で生じる対話の最大の詳細レベルを提供される（例えば、ユーザは、表示画面上で共有さ
れるファイルのサムネイルを見ることができ、そのエリア内の他の通信者の話を聞き、そ
れらの通信者と言葉を交わすことができ、そのゾーン内の通信者によって生成されたチャ
ットメッセージのログの要素を見ることができる）。幾つかの実施形態では、仮想エリア
のゾーンに関連付けられた切替規則及び統治規則が、ネットワークインフラストラクチャ
サービスが、特定のゾーンにおいてプレゼンスを有する人と、プレゼンスを有しない人と
をいかに区別するかを制御する。
【０１４０】
　図１８は、ビューアペイン４０２内にアクメ仮想エリアの平面図又は間取図を提示し、
ユーザにデフォルトの１組の対話オプションを提供する探索インタフェース４００の一実
施形態を示す。例示される実施形態では、仮想エリアの中庭ゾーン４０４内にプレゼンス
が自動的に確立され、ユーザのマイクロフォン及びデフォルトのスピーカ（例えば、ヘッ
ドフォン）がオンに切り替えられる。図１４に示される間取図では、ユーザは円形スプラ
イト４０６によって表される。アクメ仮想エリア内の他のユーザもそれぞれの円形スプラ
イトによって表される。ユーザのスピーカの状態は、ユーザのスプライト４０６上のヘッ
ドフォングラフィックの存否によって描写される。スピーカがオンであるとき、ヘッドフ
ォングラフィックが存在し、スピーカがオフであるとき、ヘッドフォングラフィックは存
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在しない。ユーザのマイクロフォンの状態は、ユーザのスプライト上のマイクロフォング
ラフィックの存否と、ユーザのスプライト４０６の周囲の一連の同心円とによって描写さ
れる。マクロフォンがオンであるとき、マイクロフォングラフィック及び同心円が存在し
、マイクロフォンがオフであるとき、マイクロフォングラフィック及び同心円は存在しな
い。ヘッドフォングラフィック、同心円及びマイクロフォングラフィックは、ユーザのサ
ウンド再生及びマイクロフォンデバイスの状態の視覚的リマインダとしての役割を果たす
。
【０１４１】
　探索インタフェースはツールバー４０８を含み、ツールバーは戻るボタン４１０、進む
ボタン４１２、プレイスマークボタン４１４、ホームボタン４１６及び一連の１つ又は複
数のブレッドクラムリンク４１８を含み、ブレッドクラムリンクはマイサイトリンク４１
９から始まり、それを含む。ブレッドクラムリンク４１８は、一連のユーザ選択可能リン
クの階層的シーケンスに対応する。連続するリンクはそれぞれ、仮想エリアの階層モデル
内のそれぞれのレベルの視野に対応し、連続するレベルはそれぞれ、レベルのうちの先行
するレベルによって含まれる。例示される実施形態では、ブレッドクラムリンク４１８は
、図１４に示されるウエストカンファレンス仮想エリアの現在の視野に対応するウエスト
カンファレンスリンク４１７を含む。ブレッドクラム４１８は、ユーザに、仮想環境の異
なるレベルのそれぞれの視野への単一リンク選択アクセスを提供する。加えて、ツールバ
ー４０８は、人間ペインボタン４２０、チャットペインボタン４２１、ビューペインボタ
ン４２３及び設定ボタン４２２を含む。
【０１４２】
　マイサイトボタン４２５は、ビューアペイン４０２内に、ユーザがそのメンバであるエ
リアのリストを表示する。マイサイトビュー内のサイト上をクリックすることによって、
ユーザは目的エリアにナビゲートされ、その場所に存在するようになる。
【０１４３】
　或るエリアが選択されるか、又は活動中心になっているとき、人間ペインボタン４２０
が「Ｐｅｏｐｌｅ」を付された２人の図像的表現として現れ、そのボタンによって、メン
バ及び仲介者が、現在のエリアに関連付けられた人々のリスト、それらの人々の他のメン
バーシップエリア、及びそれらの人々のコンタクトを見ることができるようになる。人間
ペインボタン４２０のユーザ選択に応答して、アクメ仮想エリアの全てのメンバのリスト
、他のメンバーシップエリア、及び全てのユーザのコンタクトが人間ペイン４２７に表示
される。ユーザは、リスト内の通信者のいずれかを選択し、ユーザインタフェース内に提
示されるゲットボタンをクリックすることができる。それに応答して、プラットフォーム
は、選択された通信者に、ゾーンのうちの指定されたゾーンにおいてユーザに合流するよ
うに招待状を送信する。
【０１４４】
　チャットペインボタンは、現在のプレゼンスゾーンに関連付けられたチャットログを含
むチャットペイン４２９を表示及び非表示にする。
【０１４５】
　ビューアペインボタン４２３は、マップを表示するか、又はビューア上の画像を着色す
ることができる任意のプロップの図を表示するビューアペイン４０２を表示及び非表示に
する。例は表示画面（画面共有のため）及びメッセージボードオブジェクトを含む。
【０１４６】
　設定ボタン４２２は、ユーザに、現在のエリアに関連付けられたデフォルト設定を規定
するための１組の制御へのアクセスを提供する。
【０１４７】
　ユーザは、戻るボタン４１０をクリックすることによって、図１４に示されるアクメ仮
想エリアの表示から以前の表示に戻るようにナビゲートすることができる。
【０１４８】
　ユーザはアクメ仮想エリアのゾーンのいずれかにナビゲートすることができる。幾つか
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の実施形態では、或るゾーンに移動するために、（目的ゾーンのためのラベルをクリック
することによって、又はショートカットとして、ゾーンをダブルクリックすることによっ
て）ユーザはモニタ上に表示されたゾーンのうちの１つを実行するためのコマンドを送信
し、それに応答して、プラットフォームは、ゾーンオブジェクトに対応するゾーン内にユ
ーザのアバタを描写する。ゾーン実行コマンドに応答して、探索インタフェースは、ブレ
ッドクラムボタン４１８を更新し、階層内の現在のプレゼンスゾーンを表示する。そのプ
レゼンスゾーンに固有のツールバーボタンも、ブレッドクラムリンク４１８の下に現れる
。
【０１４９】
　また、ユーザは或るゾーン内に存在する任意のオブジェクト（例えば、画面、テーブル
又はファイル）と対話することができる。幾つかの実施形態では、オブジェクトと対話す
るために、ユーザはオブジェクトをクリックし、それに応答して、プラットフォームは、
そのオブジェクトに対する動作を実行する（例えば、オブジェクトのズームイン表示を提
示する、対話インタフェースインドウを開く等）。オブジェクト実行コマンドに応答して
、探索インタフェースは、プロップをアウトライン表示するか、又は別の方法でハイライ
トし（そのプロップが選択されたことをユーザに対して示す）、ブレッドクラムボタン４
１８及びツールバーを更新して、その階層内の現在表示されているオブジェクトを示す。
【０１５０】
　図１９を参照すると、幾つかの実施形態では、ユーザがウエストカンファレンスゾーン
４３０に入るのに応答して、プラットフォームは、ユーザと、選択されたゾーンを占有す
る他の通信者のそれぞれとの間のネットワーク接続を自動的に確立する。マップ上のゾー
ンの名前をクリックすることによって、ユーザはゾーンに入る（それにより、その中でプ
レゼンスを確立する）こともできる。これにより、プラットフォームは、ユーザのスプラ
イトを現在のロケーション（例えば、中庭）から選択されたゾーン（例えば、ウエストカ
ンファレンス）に動かす。ユーザのスピーカ及びマイクロフォンの状態は、対話制御４３
２、４３４によって設定することができる。それらの状態は通常、ユーザが１つのロケー
ションから別のロケーションに動かされても変化しない。探索インタフェース４００に関
する更なる詳細は、２００９年１月１５日に出願の米国特許出願第１２／３５４，７０９
号から入手することができる。
【０１５１】
　図２０はグラフィカルユーザインタフェース１１０（図５を参照）の実施形態４５０を
示し、サーバアプリケーション空間７８、８０は仮想エリア４５２、４５４に対応する。
この実施形態では、ユーザは、通信者のアバタを選択することによって、エリア内に存在
する通信者のいずれかの対話のコンテキストを視覚化することができる。図示される例で
は、ユーザはダンのアバタ４５６を選択し、それに応答して、プラットフォームは、ダン
が２人の他の通信者（すなわち、カール及びエド）と話をしている仮想エリア（すなわち
、アクメ）のゾーン（すなわち、メイン）の２次元ミニマップ４５８を生成した。メイン
ゾーン内に存在する通信者は、それぞれのスプライト４６０、４６２、４６４によって表
される。各通信者は、スプライト４６０～４６４上のヘッドフォンの存在によって示され
るように、それぞれのスピーカチャネルをオンにしている。ダンも、ダンのスプライト４
６０上のマイクロフォングラフィックの存在、及びダンのスプライト４６０から放射状に
広がる同心円の存在によって示されるように、オン状態の自分のマイクロフォンチャネル
をオンにしている。ミニマップ４５８に示されるように、メインゾーンは、ファイルオブ
ジェクト４６８及び会議オブジェクト４７０を支えるテーブルオブジェクト４６６と、４
つの表示画面オブジェクト４７２、４７４、４７６、４７８とを含む。ミニマップ４５８
は、ダンからの状況メッセージ（すなわち、「来週の水曜日に職場に不在」）４６６にも
関連付けられる。ユーザ（この例では「アート」）は、ミニマップ内のゾーンのためのラ
ベル（すなわち、「メイン」）をクリックするか、又はミニマップ４５８内のフロアの画
像上をダブルクリックし、プラットフォームにメインゾーン内にアートのためのプレゼン
スを確立するように指示することによって、メインゾーンにおいて行われている会話に参
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加することができる。オブジェクト４６６～４７０の機能及び動作を含む、メインゾーン
とのナビゲーション及び対話に関する更なる詳細は、２００９年１月１５日に出願の米国
特許出願第１２／３５４，７０９号に記述されている。
【０１５２】
　図２１は、２つの異なるエリアベースサーバアプリケーション５０２、５０４（エリア
アプリケーション１及びエリアアプリケーション２）を含む、仮想環境クリエータ３０２
の実施形態５００を示す。各エリアアプリケーション５０２、５０４は、それぞれのメン
バリスト５１０、５１２に関連付けられる。エリアベースサーバアプリケーション５０２
、５０４は、エリアサービスのそれぞれのインスタンス５０６、５０８によって管理され
る。エリアサービスインスタンス５０６、５０８は、ランデブーサービス５１４と協調し
て、通信者間にリアルタイム通信のためのそれぞれの異なる仮想エリアを作成する。ラン
デブーサービス５１４は関係データベース４６、メンバリスト５１０、５１２を保持し、
プレゼンス情報の収集、記憶及び分配を管理し、要求側エンティティの能力を受けて、（
例えば、接続ハンドル５１６の分配を管理することによって）ネットワークノードが互い
と通信するための機構を提供する。ランデブーサービスは通常、プレゼンスデータベース
５１８内にプレゼンス情報を記憶する。ランデブーサービスは通常、通信者プライバシプ
リファレンス５２０を介して通信者同士の対話を管理する。
【０１５３】
　例示される実施形態では、通信者Ｃ１Ａ、Ｃ１Ｂ、Ｃ１Ｃ、Ｃ１Ｄ及びＣ２Ａはエリア
アプリケーション１のメンバであり、通信者Ｃ２Ａ、Ｃ２Ｂ、Ｃ２Ｃ、Ｃ２Ｄ及びＣ１Ａ
はエリアアプリケーション２のメンバである。通信者Ｃ１Ａ及びＣ１Ｂは現在エリアアプ
リケーション１に接続されており、通信者Ｃ２Ａ、Ｃ２Ｂ及びＣ２Ｃは現在エリアアプリ
ケーション２に接続されている。この例では、通信者Ｃ１Ｂ、Ｃ１Ｃ、Ｃ１Ｄ、Ｃ２Ａ、
Ｃ２Ｂ、Ｃ２Ｃ及びＣ２Ｄの全てが通信者Ｃ１Ａのコンタクトである。
【０１５４】
　図２２は、通信者Ｃ１Ａをネットワーク通信環境に対してインタフェース接続するプロ
セスにおいて仮想環境クリエータ５００によって実施される方法の一実施形態を示す。図
２２の方法によれば、通信者Ｃ１Ａがエリアアプリケーション１に接続するのに応答して
、エリアサービス１はランデブーサービス５１４に、エリア、共同プレゼンス及びプレゼ
ンスによって並べ替えられた、通信者Ｃ１Ａがメンバである全てのエリアに関する問い合
わせを送信する（図２２、ブロック５３０）。エリアサービス１からの問い合わせを受信
するのに応答して、ランデブーサービス５１４は、通信者Ｃ１Ａがメンバである全てのエ
リアを特定する（図２２、ブロック５３２）。ランデブーサービス５１４は、メンバリス
トに基づいて、特定されたエリアの全てのメンバを特定する（図２２、ブロック５３４）
。ランデブーサービス５１４は通常、その接続状況（すなわち、オンライン又はオフライ
ン）にかかわらず、特定のエリアの全てのメンバのリストを入手する。ランデブーサービ
ス５１４は、全ての特定されたメンバのプレゼンス状態を特定する（図２２、ブロック５
３６）。ランデブーサービス５１４は、エリアサービス１に、エリア、共同プレゼンス及
びプレゼンスによって並べ替えられた、通信者Ｃ１Ａがメンバである全てのエリアのため
の問い合わせ結果を送信する（図２２、ブロック５３８）。エリアサービス１は、通信者
Ｃ１Ａがエリアアプリケーション１に接続しているクライアントノード上で実行されてい
る通信アプリケーションに問い合わせ結果を送信する（図２２、ブロック５４０）。
【０１５５】
　図２３は、通信者Ｃ１Ａがエリアアプリケーション１に接続しているクライアントノー
ド上で実行されている通信アプリケーションの一実施形態によって生成されるグラフィカ
ルユーザインタフェース１２８（図６を参照）の実施形態５５０を示す。この例では、グ
ラフィカルユーザインタフェース５５０は、エリアアプリケーション１及びエリアアプリ
ケーション２によって定義される異なる通信コンテキストにわたる対象通信者Ｃ１Ａのコ
ンタクトのリアルタイムの応対可能性及び活動を示す。詳細には、エリアアプリケーショ
ン１によって定義されるエリア１に関して、グラフィカルユーザインタフェース５５０は
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、対象通信者Ｃ１Ａがエリア１の現在のプレゼンスゾーン内に存在し、通信者Ｃ１Ｂがエ
リア１に存在し、通信者Ｃ１Ｃ、Ｃ１Ｄ及びＣ２Ａがエリア１内に存在しないことを示す
。エリアアプリケーション２によって定義されるエリア２に関して、グラフィカルユーザ
インタフェース５５０は、通信者Ｃ２Ａ及びＣ２Ｂがエリア２内の共同プレゼンスゾーン
内に存在し、通信者Ｃ２Ｃがエリア２内に存在し、通信者Ｃ２Ｄ及びＣ１Ａがエリア２内
に存在しないことを示す。
【０１５６】
　グラフィカルユーザインタフェース５５０のコンタクトセクション５５２をポピュレー
トする際に、ランデブーサービスは通常、関係データベース４６から、対象通信者が対話
していた全ての通信者のリストを入手する。関係データベース４６は通常、その持続時間
及び場所とともに、仮想環境のありとあらゆる仮想エリア内で対象通信者が有していた全
ての対話（例えば、音声、チャット、画面共有対話）のレコードを含む。幾つかの実施形
態では、コンタクトセクション５５２は、対象通信者が或るレベルにおいて対話していた
全ての通信者を含む。幾つかの実施形態では、コンタクトは、通信者に割り当てられる関
係重みスコアに基づいてグループ分けされる。場合によっては、関係重みスコアは、特定
の期間（例えば、８時間間隔で過去１５日間）中に生じた対話の解析から求められる。コ
ンタクトごとに、それぞれの関係重みスコアは、コンタクトが対象通信者と対話していた
間隔ごとにインクリメントされ、関係重みスコアが高いほど、最近の期間中にコンタクト
と対象通信者との対話が頻繁であったことを示す。コンタクトは、関係重みスコアに基づ
いて、複数のカテゴリ（例えば、「頻繁」、「通常」及び「希少」にグループ分けするこ
とができる。
【０１５７】
ＩＩＩ．結論
　本明細書において記述される実施形態は、ネットワーク通信環境内の通信者対話を促進
するための改善されたシステム及び方法を提供する。詳細には、これらの実施形態は、種
々の通信コンテキストにわたって通信者のコンタクトのリアルタイムの応対可能性及び活
動のリアルタイムの視覚化を提供する。このリアルタイムの視覚化によって与えられる情
報は、通信者が、より多くの情報に基づいてネットワーク対話の判断（例えば、コンタク
トと対話する時点の判断）を行うことを可能にし、通信者が他の通信者との対話を開始し
、その情報がなければ通信者が認識していなかったコンテキスト（例えば、通信者間の継
続中の会話）に加わるのを助長する。
【０１５８】
　他の実施形態も特許請求の範囲内にある。
　尚、出願当初の特許請求の範囲は以下の通りである。
請求項１：
　クライアントネットワークノード（１２、１４）のそれぞれから動作する通信者が、１
つ又は複数のサーバネットワークノード（４０）によってホスティングされる異なるサー
バアプリケーション（４４）に接続するネットワーク通信環境（１０）において、
　前記通信者のうちの対象通信者に関連する通信者を突き止めるステップと、
　前記異なるサーバアプリケーション（４４）に対する前記関連する通信者の状況を特定
するステップと、
　前記対象通信者に、前記関連する通信者、及び該関連する通信者の前記特定された状況
の指示を送信するステップとを含む、方法。
請求項２：
　複数の前記異なるサーバアプリケーション（４４）はそれぞれ、前記通信者のそれぞれ
の間の同期会議を可能にする、請求項１に記載の方法。
請求項３：
　前記サーバアプリケーション（４４）のうちの所与のサーバアプリケーションは、前記
通信者のそれぞれがそれぞれと関連付けられることができる複数のゾーンを有し、前記送
信するステップは、前記関連する通信者のそれぞれが前記所与のサーバアプリケーション



(38) JP 5969476 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

の前記ゾーンのうちのいずれに関連付けられているかの指示を送信するステップを含む、
請求項１に記載の方法。
請求項４：
　前記特定するステップは、前記関連する通信者ごとに、前記関連する通信者が少なくと
も１人の他の通信者と共存する前記ゾーンのそれぞれを特定するステップを含み、前記送
信するステップは、前記関連する通信者の特定されたメンバーシップの指示を送信するス
テップを含む、請求項３に記載の方法。
請求項５：
　前記ゾーンのそれぞれは、物理的環境の要素の、グラフィカル表現のそれぞれに関連付
けられる、請求項３に記載の方法。
請求項６：
　前記ゾーンのそれぞれは、オフィス環境（３７８）の物理的空間の、グラフィカル表現
のそれぞれに関連付けられる、請求項３に記載の方法。
請求項７：
　前記特定するステップは、前記関連する通信者ごとに、前記関連する通信者がメンバー
シップを有する前記サーバアプリケーション（４４）のそれぞれを特定するステップを含
み、前記送信するステップは、前記関連する通信者の前記特定されたメンバーシップの指
示を送信するステップを含む、請求項１に記載の方法。
請求項８：
　前記突き止めるステップは、前記サーバアプリケーション（４４）のそれぞれに関連し
て前記対象通信者が対話した前記通信者を、前記関連する通信者のそれぞれとして識別す
るステップを含む、請求項１に記載の方法。
請求項９：
　前記識別するステップは、前記サーバアプリケーション（４４）のそれぞれに関連して
与えられたリアルタイム通信機能を通じて前記対象通信者が通信した前記通信者を前記関
連する通信者のそれぞれとして識別するステップを含む、請求項８に記載の方法。
請求項１０：
　前記リアルタイム通信機能は、オーディオ通信機能、ビデオ通信機能、リアルタイムテ
キストチャット通信機能、及びファイル共有通信機能のうちの少なくとも１つを含む、請
求項９に記載の方法。
請求項１１：
　前記突き止めるステップは、前記対象通信者がコンタクトとして要求した前記通信者を
前記関連する通信者のそれぞれとして識別するステップを含む、請求項１に記載の方法。
請求項１２：
　前記送信するステップは、前記ネットワーク通信環境（１０）に現在接続されている前
記関連する通信者の指示と、前記ネットワーク通信環境（１０）に現在接続されていない
前記関連する通信者のそれぞれの指示とを送信するステップを含む、請求項１に記載の方
法。
請求項１３：
　前記特定するステップは、前記関連する通信者ごとに、前記関連する通信者がプレゼン
スを有する前記サーバアプリケーション（４４）のそれぞれを特定するステップを含み、
　前記送信するステップは、前記関連する通信者のそれぞれが前記サーバアプリケーショ
ン（４４）のうちのいずれにプレゼンスを有するかの指示を送信するステップを含む、請
求項１に記載の方法。
請求項１４：
　前記サーバアプリケーション（４４）のうちの所与のサーバアプリケーションが、前記
通信者のそれぞれがそれぞれのプレゼンスをそれぞれと確立することができる複数のゾー
ンを有し、
　前記関連する通信者ごとに、前記関連する通信者がプレゼンスを有する前記所与のサー
バアプリケーションの各ゾーンを特定するステップを更に含み、
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　前記送信するステップは、前記関連する通信者のそれぞれが前記所与のサーバアプリケ
ーションの前記ゾーンのうちのいずれにプレゼンスを有するかの指示を送信するステップ
を含む、請求項１３に記載の方法。
請求項１５：
　前記関連する通信者を並べ替えるステップを更に含み、前記送信するステップは、前記
並べ替えの指示を送信するステップを含む、請求項１に記載の方法。
請求項１６：
　前記並べ替えるステップは、前記関連する通信者と前記サーバアプリケーション（４４
）との間の関連に従って前記関連する通信者をサーバアプリケーショングループにグルー
プ分けするステップを含む、請求項１５に記載の方法。
請求項１７：
　前記グループ分けするステップは、各サーバアプリケーショングループ内で、それぞれ
の前記サーバアプリケーション（４４）への接続の状況によって前記関連する通信者のそ
れぞれを並べ替えるステップを含む、請求項１６に記載の方法。
請求項１８：
　前記グループ分けするステップは、各サーバアプリケーショングループ内で、前記ネッ
トワーク通信環境における前記対象通信者との対話の頻度によって前記関連する通信者の
それぞれを並べ替えるステップを含む、請求項１６に記載の方法。
請求項１９：
　前記サーバアプリケーション（４４）のうちの所与のサーバアプリケーションが、前記
通信者のそれぞれがそれぞれのプレゼンスをそれぞれと確立することができる複数のゾー
ンを有し、
　前記グループ分けするステップは、前記所与のサーバアプリケーションに関連付けられ
た前記関連する通信者のそれぞれを、前記関連する通信者と前記所与のサーバアプリケー
ションの前記ゾーンとの間の関連に従ってゾーングループにグループ分けするステップを
含む、請求項１６に記載の方法。
請求項２０：
　前記グループ分けするステップは、前記通信者のうちの少なくとも２人が共存する前記
ゾーンに従って、前記所与のサーバアプリケーションに関連付けられた前記関連する通信
者のそれぞれをグループ分けするステップを含む、請求項１９に記載の方法。
請求項２１：
　前記並べ替えるステップは、前記対象通信者が前記所与のサーバアプリケーションの前
記ゾーンのうちのいずれのプレゼンスを有するかに従って前記ゾーングループを並べ替え
るステップを含む、請求項１９に記載の方法。
請求項２２：
　前記並べ替えるステップは、前記サーバアプリケーション（４４）のそれぞれとの接続
状況のそれぞれに従って前記関連する通信者をグループ分けするステップを含む、請求項
１６に記載の方法。
請求項２３：
　前記並べ替えるステップは、前記サーバアプリケーション（４４）の全てに接続されて
いない前記関連する通信者を同じグループにグループ分けするステップを含む、請求項２
２に記載の方法。
請求項２４：
　前記関連する通信者のそれぞれのリアルタイム活動状態を特定するステップを更に含み
、前記送信するステップは前記特定されたリアルタイム活動状態の指示を送信するステッ
プを含む、請求項１に記載の方法。
請求項２５：
　前記特定するステップは、前記関連する通信者のそれぞれのリアルタイム通信活動を特
定するステップを含む、請求項２４に記載の方法。
請求項２６：
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　前記リアルタイム通信活動は、オーディオ通信活動、ビデオ通信活動、リアルタイムテ
キストチャット活動及びファイル共有活動のうちの少なくとも１つを含む、請求項２５に
記載の方法。
請求項２７：
　前記サーバアプリケーション（４４）のそれぞれに関連して前記関連する通信者のそれ
ぞれと通信するために利用可能な通信チャネルを特定するステップを更に含み、前記送信
するステップは、前記関連する通信者のそれぞれ、及び前記サーバアプリケーション（４
４）のそれぞれに関連して前記特定された通信チャネルの指示を送信するステップを含む
、請求項１に記載の方法。
請求項２８：
　前記特定するステップは、前記関連する通信者のそれぞれのリアルタイム通信能力と、
前記サーバアプリケーション（４４）のそれぞれによって可能にされるリアルタイム通信
機能とを比較するステップを含む、請求項２７に記載の方法。
請求項２９：
　前記リアルタイム通信チャネルは、オーディオ通信チャネル、ビデオ通信チャネル、リ
アルタイムテキストチャットチャネル及びファイル共有チャネルのうちの少なくとも１つ
を含む、請求項２７に記載の方法。
請求項３０：
　それぞれのクライアントネットワークノード（１２、１４）から動作する通信者が１つ
又は複数のサーバネットワークノード（４０）によってホスティングされる異なるサーバ
アプリケーション（４４）に接続するネットワーク通信環境（１０）内で動作する装置で
あって、
　コンピュータ可読命令を記憶するコンピュータ可読メモリと、
　前記メモリに結合され、前記命令を実行するように動作可能であり、前記命令の実行に
少なくとも部分的に基づいて、
　　前記通信者のうちの対象通信者に関連する前記通信者を突き止める手順と、
　　前記異なるサーバアプリケーション（４４）に対する前記関連する通信者の状況を特
定する手順と、
　前記対象通信者に、前記関連する通信者及び該関連する通信者の前記特定された状況の
指示を送信する手順とを含む動作を実行するように動作可能であるデータプロセッサとを
備える装置。
請求項３１：
　コンピュータ可読プログラムコードを埋め込んだ少なくとも１つのコンピュータ可読メ
モリデバイスであって、前記コンピュータ可読プログラムコードは、それぞれのクライア
ントネットワークノード（１２、１４）から動作する通信者が１つ又は複数のサーバネッ
トワークノード（４０）によってホスティングされる異なるサーバアプリケーション（４
４）に接続するネットワーク通信環境（１０）内のコンピュータによって実行されると、
前記コンピュータに、
　前記通信者のうちの対象通信者に関連する前記通信者を突き止める手順と、
　前記異なるサーバアプリケーション（４４）に対する前記関連する通信者の状況を特定
する手順と、
　前記対象通信者に、前記関連する通信者及び該関連する通信者の前記特定された状況の
指示を送信する手順とを含む動作を実行させる、
コンピュータ可読メモリデバイス。
請求項３２：
　それぞれのクライアントネットワークノード（１２、１４）から動作する通信者が１つ
又は複数のサーバネットワークノード（４０）によってホスティングされる異なるサーバ
アプリケーション（４４）に接続するネットワーク通信環境（１０）において、
　前記通信者のうちの所与の通信者が動作している前記クライアントネットワークノード
（１２、１４）のうちの所与のクライアントネットワークノードによって、
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　前記サーバアプリケーション（４４）のうちの対象サーバアプリケーションに接続する
ステップと、
　前記所与の通信者に関連する前記通信者、及び前記異なるサーバアプリケーション（４
４）との関連に対する前記関連する通信者の状況の指示を受信するステップと、
　前記関連する通信者のグラフィカル表現と、前記異なるサーバアプリケーション（４４
）への接続に対する前記関連する通信者の前記状況のグラフィカル指示とをディスプレイ
上に表示するステップとを含む、方法。
請求項３３：
　前記受信した指示は、前記関連する通信者のそれぞれが前記サーバアプリケーション（
４４）のうちのいずれにプレゼンスを有するかの指示を含み、
　前記表示するステップは、前記関連する通信者がプレゼンスを有する前記サーバアプリ
ケーション（４４）のそれぞれに関連して前記関連する通信者のグラフィカル表現を表示
するステップを含む、請求項３２に記載の方法。
請求項３４：
　前記サーバアプリケーション（４４）のうちの所与のサーバアプリケーションは、前記
通信者のそれぞれがそれぞれのプレゼンスをそれぞれと確立することができる複数のゾー
ンを有し、
　前記受信した指示は、前記関連する通信者ごとに、前記関連する通信者がプレゼンスを
有する前記所与のサーバアプリケーションの各ゾーンのそれぞれの指示を含み、
　前記表示するステップは、前記関連する通信者がプレゼンスを有する前記所与のサーバ
アプリケーションの前記ゾーンのそれぞれに関連して前記関連する通信者の前記グラフィ
カル表現を表示するステップを含む、請求項３３に記載の方法。
請求項３５：
　前記表示するステップは、前記ゾーンを物理的環境（３７８）の要素の、グラフィカル
表現のそれぞれとして表示するステップを含む、請求項３４に記載の方法。
請求項３６：
　前記表示するステップは、前記ゾーンをオフィス環境に関連付けられた物理的空間の、
グラフィカル表現のそれぞれとして表示するステップを含む、請求項３５に記載の方法。
請求項３７：
　前記受信した指示は、前記関連する通信者のそれぞれが関連付けられた前記サーバアプ
リケーション（４４）の指示を含み、
　前記表示するステップは、前記関連する通信者と前記サーバアプリケーション（４４）
との間の関連に従ってサーバアプリケーショングループにグループ分けされた前記関連す
る通信者の前記グラフィカル表現を表示するステップを含む、請求項３２に記載の方法。
請求項３８：
　前記表示するステップは、各サーバアプリケーショングループ内で、前記サーバアプリ
ケーション（４４）のそれぞれへの接続の状況によって並べ替えられた前記関連する通信
者のそれぞれの前記グラフィカル表現を表示するステップを含む、請求項３７に記載の方
法。
請求項３９：
　前記表示するステップは、各サーバアプリケーショングループ内で、前記ネットワーク
通信環境（１０）における所与の通信者との対話の頻度によって並べ替えられた前記関連
する通信者のそれぞれの前記グラフィカル表現を表示するステップを含む、請求項３７に
記載の方法。
請求項４０：
　前記サーバアプリケーション（４４）のうちの所与のサーバアプリケーションは、前記
通信者のそれぞれがそれぞれのプレゼンスをそれぞれと確立することができる複数のゾー
ンを有し、
　前記表示するステップは、前記関連する通信者と前記所与のサーバアプリケーションの
前記ゾーンとの間の前記関連に従ってゾーングループにグループ分けされた前記所与のサ
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ーバアプリケーションに関連付けられた前記関連する通信者のそれぞれのグラフィカル表
現を表示するステップを含む、請求項３７に記載の方法。
請求項４１：
　前記表示するステップは、前記関連する通信者のうちの少なくとも２人が共存する前記
ゾーンに従ってグループ分けされた前記所与のサーバアプリケーションに関連付けられた
前記関連する通信者のそれぞれのグラフィカル表現を表示するステップを含む、請求項４
０に記載の方法。
請求項４２：
　前記表示するステップは、前記所与の通信者が前記所与のサーバアプリケーションの前
記ゾーンのうちのいずれのプレゼンスを有するかに従って並べ替えられた前記ゾーングル
ープを表示するステップを含む、請求項４０に記載の方法。
請求項４３：
　前記表示するステップは、前記サーバアプリケーション（４４）のそれぞれとのそれぞ
れの接続状況に従ってグループ分けされた前記関連する通信者の前記グラフィカル表現を
表示するステップを含む、請求項３８に記載の方法。
請求項４４：
　前記表示するステップは、前記サーバアプリケーション（４４）の全てに接続されてい
ない、同じグループにグループ分けされた前記関連する通信者の前記グラフィカル表現を
表示するステップを含む、請求項４３に記載の方法。
請求項４５：
　前記受信した指示は、前記関連する通信者のそれぞれのリアルタイム活動状態の指示を
含み、
　前記表示するステップは、前記関連する通信者の前記グラフィカル表現のそれぞれに関
連して前記リアルタイム活動状態のグラフィカル指示を表示するステップを含む、請求項
３２に記載の方法。
請求項４６：
　前記リアルタイム通信活動は、オーディオ通信活動、ビデオ通信活動、リアルタイムテ
キストチャット活動及びファイル共有活動のうちの少なくとも１つを含む、請求項４５に
記載の方法。
請求項４７：
　前記受信した指示は、前記サーバアプリケーション（４４）のそれぞれに関連して前記
関連する通信者のそれぞれと通信するために利用可能な通信チャネルの指示を含み、
　前記表示するステップは、前記関連する通信者のそれぞれの前記グラフィカル表現に関
連して前記通信チャネルのグラフィカル指示を表示するステップを含む、請求項３２に記
載の方法。
請求項４８：
　前記リアルタイム通信チャネルは、オーディオ通信チャネル、ビデオ通信チャネル、リ
アルタイムテキストチャットチャネル及びファイル共有チャネルのうちの少なくとも１つ
を含む、請求項４７に記載の方法。
請求項４９：
　前記受信した指示は、前記ネットワーク通信環境（１０）に接続される前記関連する通
信者の指示と、前記ネットワーク通信環境に接続されない前記関連する通信者の指示とを
含み、
　前記表示するステップは、前記ネットワーク通信環境に接続される前記関連する通信者
の前記グラフィカル表現に関連してオンライン接続状況インジケータを表示するステップ
と、前記ネットワーク通信環境に接続されない前記関連する通信者の前記グラフィカル表
現に関連してオフライン接続状況インジケータを表示するステップとを含む、請求項３２
に記載の方法。
請求項５０：
　それぞれのクライアントネットワークノード（１２、１４）から動作する通信者が１つ
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又は複数のサーバネットワークノード（４０）によってホスティングされる異なるサーバ
アプリケーション（４４）に接続するネットワーク通信環境（１０）において動作する装
置であって、
　コンピュータ可読命令を記憶するコンピュータ可読メモリと
　前記メモリに結合され、前記命令を実行するように動作可能であり、前記命令の実行に
少なくとも部分的に基づいて、
　　前記サーバアプリケーション（４４）のうちの対象サーバアプリケーションに接続す
る手順と、
　　前記所与の通信者に関連する前記通信者、及び前記異なるサーバアプリケーション（
４４）との関連に対する前記関連する通信者の状況の指示を受信する手順と、
　　前記関連する通信者のグラフィカル表現と、前記異なるサーバアプリケーション（４
４）との接続に対する前記関連する通信者の前記状況のグラフィカル指示とをディスプレ
イ上に表示する手順とを含む動作を実行するように動作可能であるデータプロセッサとを
備える、装置。
請求項５１：
　コンピュータ可読プログラムコードを組み入れた少なくとも１つのコンピュータ可読メ
モリデバイスであって、前記コンピュータ可読プログラムコードは、それぞれのクライア
ントネットワークノード（１２、１４）から動作する通信者が１つ又は複数のサーバネッ
トワークノード（４０）によってホスティングされる異なるサーバアプリケーション（４
４）に接続するネットワーク通信環境（１０）内のコンピュータによって実行されると、
前記コンピュータに、
　前記サーバアプリケーション（４４）のうちの対象サーバアプリケーションに接続する
手順と、
　前記所与の通信者に関連する前記通信者、及び前記異なるサーバアプリケーション（４
４）との関連に対する前記関連する通信者の状況の指示とを受信する手順と、
　前記関連する通信者のグラフィカル表現と、前記異なるサーバアプリケーション（４４
）との接続に対する前記関連する通信者の前記状況のグラフィカル指示とをディスプレイ
上に表示する手順とを含む動作を実行させる、コンピュータ可読メモリデバイス。
請求項５２：
　それぞれのクライアントネットワークノード（１２、１４）から動作する通信者が１つ
又は複数のサーバネットワークノード（４０）によってホスティングされる異なるサーバ
アプリケーション（４４）に接続するネットワーク通信環境（１０）において、
　前記ネットワーク通信環境内の前記通信者のそれぞれがそれぞれ関与する異なるタイプ
のリアルタイム通信活動の指示を受信するステップと、
　前記通信者のうちの１人又は複数人のそれぞれの、それぞれのグラフィカル表現を含む
コンタクトリスト（６０、７０、１０６、１１０、１２８、４５０、５５０、６１０）を
ディスプレイ上に表示するステップとを含み、前記表示するステップは、前記１つ又は複
数のグラフィカル表現に関連して、前記１人又は複数人の通信者がそれぞれ関与する突き
止められたタイプの現在の対話活動を表す視覚的合図を描写するステップを含む、方法。
請求項５３：
　前記受信するステップは、前記通信者のそれぞれの通信活動から導出されたコンテンツ
を含むリアルタイムデータストリームと、前記受信したリアルタイムデータストリームの
タイプを識別するコンテンツタイプ識別子の形のそれぞれの指示とを受信するステップを
含み、前記それぞれのコンテンツタイプ識別子から前記リアルタイム通信活動の前記それ
ぞれのタイプを特定するステップを更に含む、請求項５２に記載の方法。
請求項５４：
　前記受信したリアルタイムデータストリームから人が知覚可能な出力を生成するステッ
プを更に含む、請求項５３に記載の方法。
請求項５５：
　前記受信するステップは、前記ネットワーク通信環境内の前記通信者のうちの所与の通
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信者が関与するリアルタイムチャット活動の指示を受信するステップを含み、前記表示す
るステップは、前記所与の通信者の前記グラフィカル表現に関連して前記リアルタイムチ
ャット活動を示す視覚的合図を表示するステップを含む、請求項５２に記載の方法。
請求項５６：
　前記受信するステップは、前記ネットワーク通信環境内の前記通信者のうちの所与の通
信者が関与するリアルタイムファイル共有活動の指示を受信するステップを含み、前記表
示するステップは、前記所与の通信者の前記グラフィカル表現に関連して前記リアルタイ
ムファイル共有活動を示す視覚的合図を表示するステップを含む、請求項５２に記載の方
法。
請求項５７：
　前記受信するステップは、前記ネットワーク通信環境内の前記通信者のうちの所与の通
信者が関与するリアルタイムアプリケーション共有活動の指示を受信するステップを含み
、前記表示するステップは、前記所与の通信者の前記グラフィカル表現に関連して前記リ
アルタイムアプリケーション共有活動を示す視覚的合図を表示するステップを含む、請求
項５２に記載の方法。
請求項５８：
　前記受信するステップは、前記ネットワーク通信環境内の前記通信者のうちの所与の通
信者が関与するリアルタイム音声活動の指示を受信するステップを含み、前記表示するス
テップは、前記所与の通信者の前記グラフィカル表現に関連して前記リアルタイム音声活
動を示す視覚的合図を表示するステップを含む、請求項５２に記載の方法。
請求項５９：
　それぞれのクライアントネットワークノード（１２、１４）から動作する通信者が１つ
又は複数のサーバネットワークノード（４０）によってホスティングされる異なるサーバ
アプリケーション（４４）に接続するネットワーク通信環境（１０）において、
　前記通信者のうちの１人又は複数人のそれぞれについて、
　　前記通信者によって要求されるそれぞれの１組の複数の識別情報を特定するステップ
であって、該各識別情報は、ネットワークサービスのそれぞれとの関連で前記通信者と通
信するための通信ハンドルのそれぞれに関連付けられる、特定するステップ、
　　各１組の複数の識別情報を、前記ネットワーク通信環境内の前記通信者を識別するそ
れぞれの単一のユニバーサルユーザ識別子と関連付けるステップ、及び
　　ユーザアカウントのそれぞれに関連付けられた前記通信者の複数組の１人又は複数人
のコンタクトを識別するステップと、
　前記通信者のうちの対象通信者に関連する前記通信者を突き止めるステップであって、
該突き止めるステップは、前記通信者によって要求される前記それぞれの識別情報に関連
付けられた前記それぞれの通信ハンドルに基づいて、前記通信者のそれぞれを前記対象通
信者のコンタクトのそれぞれに一致させるステップを含む、突き止めるステップと、
　前記対象通信者に、それぞれのユニバーサル識別子によって識別される前記関連する通
信者の指示を送信するステップとを含む、方法。
請求項６０：
　前記接続ハンドルはリアルタイム通信サービスを介して前記通信者のそれぞれと通信す
るためのハンドルである、請求項５９に記載の方法。
請求項６１：
　前記リアルタイム通信サービスは、インスタントメッセージングサービス、オーディオ
会議サービス、ビデオ会議サービス、及びファイル共有サービスのうちの少なくとも１つ
を含む、請求項６０に記載の方法。
請求項６２：
　前記接続ハンドルは、電子メールサービスを介して前記通信者のそれぞれと通信するた
めのハンドルである、請求項５９に記載の方法。
請求項６３：
　前記接続ハンドルは、ソーシャルネットワークサービスを介して前記通信者のそれぞれ
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と通信するためのハンドルである、請求項５９に記載の方法。
請求項６４：
　前記サーバアプリケーション（４４）への接続に対する前記関連する通信者の接続状況
を特定するステップと、前記対象通信者に、前記関連する通信者の仕様と、該関連する通
信者の前記特定された接続状況とを送信するステップとを更に含む、請求項５９に記載の
方法。
請求項６５：
　前記関連する通信者のうちの所与の関連する通信者が前記サーバアプリケーション（４
４）のうちの所与のサーバアプリケーションから切断されたとの判断に応答して、
　前記所与の関連する通信者が前記ネットワークサービスのうちのいずれに接続されてい
るかを判断するステップと、
　前記対象通信者に、前記所与の関連する通信者が前記所与のサーバアプリケーションか
ら切断されていることの指示と、前記所与の関連する通信者が、前記所与の関連する通信
者が接続されていると判断される前記ネットワークサービスのうちの１つ又は複数を介し
て通信に応対可能であることの指示とを送信するステップとを含む、請求項６４に記載の
方法。
請求項６６：
　それぞれクライアントネットワークノード（１２、１４）から動作する通信者が、該通
信者のそれぞれがそれぞれと関連付けられることができる複数のゾーンを有する仮想エリ
アに接続するネットワーク通信環境（１０）において、
　前記通信者のうちの対象通信者に関連する前記通信者を突き止めるステップと、
　前記関連する通信者の少なくとも１人が前記少なくとも１人の他の通信者と共存する前
記各ゾーンを特定するステップと、
　前記関連する通信者と前記ゾーンとの間の関連に従ってゾーングループにグループ分け
された前記関連する通信者のグラフィカル表現をディスプレイ上に表示するステップとを
含み、前記ゾーングループは前記特定されたゾーンごとに別々のそれぞれのゾーングルー
プを含む、方法。
請求項６７：
　前記仮想エリアは空間視覚化に関連付けられた仮想エリアであり、前記ゾーンは前記空
間視覚化のセクションのそれぞれに対応する、請求項６６に記載の方法。
請求項６８：
　前記仮想エリアはソフトウェアアプリケーションを表し、前記ゾーンは前記ソフトウェ
アアプリケーションのセクションのそれぞれに対応する、請求項６６に記載の方法。
請求項６９：
　前記仮想エリアはコンピュータデータファイルを表し、前記ゾーンは前記コンピュータ
データファイルのセクションのそれぞれに対応する、請求項６６に記載の方法。
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